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集｛寅講學科縣慧

　考案り云どし能　的概　　つので
売へしまふうなくよ性念物イ静理も　　　　　　　　　　　　　　　，つたたしこもが實く質で理　 的化齢
弥ののてと學ら入人の磁的物に畢的
靱でで面を術此つが申靱性理見的に
性ああ積稽的硬て此で性質的た性論
望りり軍へでV・居桑螢望に性る質す
霊ままのIliなとるの養＄は質理にる
巨すす方しいか桑葉論i｝色　化於力o・・　°”はたの實ではICt「Q々　　學て累
脊　で實ので入あ硬關llnあ　的もが
農　そ入であつるい係轟り　性そ静
簿　れ．りありて充とが爵ま　軍れ力
の　にのりま居實かあとす　典と墨　　　　　　　　　　　　　　　　方　一度まするし彗欧る面が　中同動
か　定即すoとてかも積巽　のじ的
　　　　L）ら　のち　そか居いの重中　　でに

ま　持へと術葉あふま壽論　　的ず
需奪段劉臨重圭1葺編　呈葛
張　ま充の現へ云を　と係　　つ合
靱　し實はすてふ言　云あ　　のに
性　ての硬爲見やひ　 ふる　　方は
と　而程さにるうま　 もも　　面動
は　も度を我となす　のの　　か力
ど　之を現々一需゜　がは　　ら皐
う　を現すは寸葉そ　あ近　　槻と
云　数す爲此瞬もれ　 る頃　　察言
ふ・　壷篇に彊昧使か　 ゜我　　す．S｝、

も　的に考靱なふら　此々　　るの
の　に斯へ性雷の叉　 二が　　ので
で　測う出と葉で人　 つ雪　　であ
あ　雄云しかであは　のひ　　あり
る　すふた面あり此　 も出　　 りま

か　る雷鷺稽りま桑　のし　　・ます
と　方葉葉iTllますの　がた　　すQ
言　法をでとし餐葉　 物所　　 ゜桑

ひ　を稜あかて併は　理の　　先葉
　　　　　　9
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學　化　桑「・窟

叢輿蓼鍵塾圖一第駆農孕竃享

云くりま・圓
ふ切i祓す輪

端く挾う上　i
部のむしの　i　　じ　　　　　　　　　　　とで即て方　｝
後あち内は　1

　　　　　　］とすな外の　1

と丸切り此　・l　T　藁名最まは

蜂

r／
1ミ
ll
ll
1§

　ξ：：二塒鷺m　　・
姫灘ヨ9k内或面

　毅響纂゜・1遊且工．齢醗曹
　てを來なて，　　1　　　をはでのま
　來圓てつ居　　　　　　測測衷爲す　ま輪主てりとの螺此あ機定定はに二゜
　す板脈居下蓋蓋旋砲る械すのし破さ　゜にをるのとがに金ものる方まれう
　眞挾避゜方の付依製の主機法しるす
　中むけ此は關いつのでな械かたのる　だ荷て’二金にてて圓あるがらもでと
　と故左枚属圓居締筒り部あ考のあ桑
　平左な　のか輪　り　めで　ま分るへを　り　の
　均牟り圓ら板ま附あすはのま我ま漿　　　　　　　　　　o　の又右輪出をすけり　第です々すに　値はな板來二〇らま主一一一一あとは゜力
　が右りのて放さるすな岡り物強そが
　得牛の間居挾う玉がるにま理靱れ段　　　　　　　　　り．　らの牛にるんし圓其部轡す畢性にk
　れ眞分桑即でて筒上分い病上ω要加
　ま中ののちあ筒形にはて此勢rしは

　　當ま銀達或
　　すす柱しる　　　　o　　　る　のま力
　　の此高すを
　　で張さと與
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集演講躁科綜慧

畠響喬誓　圓x第　窒it・窪t’
のサの中　　　　　　　　下そ使そ
方ツ排の　　　　　　　　　　のれひれ
はカi氣察　　　　　　　　 爾よまか
段1機氣
kmのをとli．や高

室霞う巫
氣とな水
が云も道
稀・ふのの
薄もを水
にの使を
なをつ出
り使てし
まつもて

「して構排
て居は除
座bなし
力まいて

圓りすら
　　o輪大　 此

板き大圓
にv・抵輪
此もは板
桑の十の
のも五内
葉使ミ径
をふりで
鋏こメあ
んと1　り
だがクま
もあ1す
のりのが
　　　セをま内是
前す症堅は

がすけや　　　　　　　　　　述力iの内
減゜れり第に方一稽置の旋のtcも径
る斯どま二蓮は方せ今がで筒つのに
ざうもす圓結曲はら度第締と大を依
う云我゜にし管ブるはこ二め盗抵使つ
すふ々高示まにンに之圖置とはつて
るもは麗しす依ゼ接をのさの十て張
との便水て　Qリン績硝中う闇il’il居靱
大を宣道あ斯ま氏し子央云にミる性
氣使上のるうし，水ま製部ふ施リのが
のっブ無通云て流す枝のや実メで違
塵て’Jいりふ水ポ゜付上うさ1あひ
力塞ゼ所で様銀ンそ三端にうクりま
がi氣ンであにのプれ角の装し1ます
働を氏はるしマにか瓶岡置てのすかき彗非オkrPぜたノ連ら｛慮でし上圓力書ら
ま除流墨れ全メ結硝瓶あまの輪勘一
ししポ校か装1し子とりし蓋板合定
てまンでら避ダ他瓶通またををにの
面すブ使此は1のの常しも螺使依も
　　　　　　，．．“一　226－一



畢　化　桑　猛

　　脹算　あはでをと水でしの薄輪
叉　 係す水り物あ獲に銀あてでに板
張　数る銀．ま瑚りしな柱りああなの
靱　 を必柱す學まてるのまるりる閲
性田．O要の゜です破の高す所まにに

断rと掩は依勢はとり差うノ斯てで
孔．gす今温つ断全申まがすメく上あ
径8る張度て歴くしす四る1のかる豊II　鵠　　と　靱　　に　　桑　　力　　圓　，ま　　゜　百　　と　　タ　如　　ら　　所

ち゜嚴性よの望輪し凱ミ此1く歴の
勢　密をつ葉鶏板たうリ水帥破力桑
漸　の測ての旨のが云メ銀ちれがの
孔　 意つ愛硬ag内破ふ1控水ま加葉握　味た化さ警径れ風タの銀しはを
に　のとしを露とるに1高歴てっ上
依　　　張　き　ま　測　に　同　1時　　し　で，さ　力　其　て　か

つ　靱のす定なじにてあの計際來ら
て　性温かしり大は之る差をボま歴
憂　P度ら之まき丁をなが槻ンす迫
化　はを嚴をすさ度測ら強察とかすす　次t密数゜に圓定ば靱す音らる
る　の度に量所鋏輪す此性るを或や　　　rfVs　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

む

か　式柵云的謂で板る桑を帥機るうら　か塁ふに弧勢ののの表ちし1程に
測　 ら測と表靱断内で葉す爾ま度な
定　箪つきす性し径あのの方す迄り
し　出だはことたとり彊での共にま
た　す強之と云と同ま靱あ水晋蓬す強　 る靱をがふ同じす性り銀をす゜
靱　 こ性零出も様大゜はま柱護るさ

、性　 とを度來のにきそ四すのしとう　　　　　　　　　　　oに　がトdにるはなされ百　高た此し
切　出Pt於の斯るの．かで例さ瞬桑て
断　來水けでうの圓らあへの間の察
孔　 る銀るあ云でに桑るば差に葉氣径　　゜の高Pふ破破のと此を乏がが
即　　容さまもるれ葉去爾見に破段
圓　　積にすの璽るがふ方る連れk輪　　 膨換oで力の晋このの結る稀
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　　　　　　　　　　集演講學國科紐璽L

らさ大雷ムて輩し天紙　　　　準板

て枚りに面りSlも面のぞに鮮よ靱る

方つてしで？り四封りとはに張に合

すれ葉な゜方軍いのるでな一義こ発

と雫てぱ葉面積あををま　のの出換
が方百なは積とり出取需　圓通來齢
出糎亭り通をしましb　　孔り発に
鷲麗窺彗琶誌鴛葬£自11磐
かな位ぬ三てて桑の双桑　つゑちて

支せ積れ様桑k合ふ位つす困の

うしも百な有・1・糎り持は　歴　℃裡
云桑あ築つす方・トまつな　力　圃d
ふ葉り方てる糎方すてい　を　　粍
やのま糎居所重9P°居の　零　　の

て何どもrを位方箪軍ま　け　　ぞ・
麗紹豪究製婁’1；朶　燕
　　　　　　r－－229一
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學　化　桑　銀

　　帥・し度桑は測をも結も紙でにを
最　　ちまをの鐸定測同果のに天し計
　　面す見輪なすつ一桑で印秤てる
に　積とま廓いるて早とは刷で其か
面圃重Aすをのに其1酊同いす秤目と
積露がBと追ではのをじけるり方言　　　　じ重圖得は直跡あプ合な輸なのまをぴ
のIIら謝にすリラ計し壌hでしすま
劉鴫議欝；叢薦i灘擁美2
を5廓方をう゜1るな面しまら秤i薪
下8ち糎知し先タのい積なすばで，，1，F
し　　のるてづ1で場のいが今以な
ま　　 重こ一何wあ合も紙其度て桑
す量と巡庭貯りにのを紙は秤の　　　　　　　　　　 v

と　　遇がしか営窪はが持は其る葉
　　　で出て一只す第第つ印同のを　　　あ來元鮎9・°三三て刷じで取
　　　るるのをとそ圖圖i來を葉あっ
　　　か興出暴云こののるやをりて　　　　　　　　　　　ロ　　　らプ獲黙ふで如如さつすま卒
　　　之ラ鮎に測此くくうたぐすま
　　　れzaに二≡致量印敏そ尋し爲紙其し
　　　にメ渓し用刷片らてにに秤て
　　　Wh　1つまの桑にれそ其印つす
　　　Qタでし機藥切るれ部刷たぐ
　　　01來て械のり課に分す結葉　　　　　　カ　　　をのま忠を面分で印がる果柄
　　　掛表し實以積けあ刷延のをの
　　　けすだにつをてりすびでA部
　　　る所時此て測別まるたあ瓦分
　　　とのにプや定々すさりりとを　　　謝面ブラるすに゜う縮ます切
　　　百積ラニのる印若しんするり　　　準を＝メでの刷しまだ゜ざ落
　　　方Bメ1あでし大すり印うし
　　　糎平1タリあ別形とす肉云て
　　　の方タ1まり々の其るをふ葉i
　　　重糎1をしまに葉印や付風身
　　　最との、以てす面で刷うけにの　　　　　　　 ＿　　　　’　o
　　　瓦致示て是　 積而のなてしみ　　　）
　　　　　　一一229一



　　　　　　　　　　　集演講畢科孫螺
○まは　　 れ的をにで蛋ま
％す皆是1ぱの二進六由す桑口面程゜水は　’完意つみ成質゜の　積Mr　l
あで分桑水全義のま分ゴも葉桑璽積
る桑をの　でも方しに1うと葉は璽．
のの含葉　 なう面てなテ皆限の之とで葉んの分い一一か巽るル檬ら各には
あので中　 のっら生課浸i御す成よ新
り楊居に　では論理で出承凡分つ鮮
ま合う澤　あ獄す的あ物知て及て桑
需に生山　　りにるのり可での其内葉
　は物あ　 ま劃必意ま溶あ植生容の
蓼ぎ讐詮兎著舞讐需饗皇黎謂毒輩
桑で於で　　先所あ明此素せは意のi
にあてあ　 つのりか六物うth〈義度李
蜘るはり　水生まに成粗力書析　の方
すか水ま　分理19致分繊水の　み糎
る吏分需　 か的　 しに碓分都　 なが
所asが　　 らのぞた付次と合　 ら有
のふ些桑　 始意れいき変乾か　すす
水t，五の　 め養はとま無物ら　 葉る
分此割葉　まで一思し機UIIし　肉重
の水以と　宅あつぴ置成ちて　の量
生分上は　　りはま之愈圃六　厚を

繭桑分せ　　Y・Lの生性にの分　幾ee
で葉以iil　　こ桑理質分二に　分は
あの上凡　　つ葉的をけつ分　比せ
り新をて　　のm意論覧にけ　較る
ま鮮占生　　方身義じ之分る　すも
す物めき　　画にをまにけこ　るの
歪露愚s　奮禦摯需雰｛乏重誉
水にる生　　 観るるさを‘固な　 が゜
分六のけ　　　察所のう加形っ　　出
な五でる　　しのにしへ物て　來
る1あも　　な生嫉ててを履　る
も八Pの　　け遡之更暫粗り　

゜

　　　　　　－230－＿



導玉　　・Pイヒ　　　　桑　　　　盤

　つも必に水分唯居が覧山　のる居の
　てう要水をが一る｛多其のぞはのりは
　他そにを飲あの゜＞b中水れ重でま桑
　のれな歓むる食此のに分か要あ需の
　敦をつむとと物騒ででがらなり　葉
　れ食て機丑云でのあもあ獄位ま其の
　のは來會ふふあ水り六りに置需細申
　物なるがここる分ま五ま謝を　胞に
　質いの多とと所帥す％すし占若液ど
　よのでいがはのち゜か゜てめしのう
　りであがな獄桑血其ら駕はて水中云
　もあり翻いreか液水の卵水居分にふ
　最りまに゜取らを分水の分るが色形
　もますは人つ來なは分やはもな々に
　生す゜そ間てるすどがうどのけなな
　物゜桑れなはの水うあなうでれ物つ
　に是ががら實で分去るも云あば質て
　取は非なばにあはふののふり殆が居
　つ水常い水必り何工では意まど溶る
　てとにかを嬰ま庭合あ飴義す生解か　必云乾ら飲なすかにり程を゜活しと・
　婁ふV・薬んご゜らなま乾有　作て云
　でもてのだとそ來つすいし　用居ふ
　あの來葉りでれるてかてて　はりと，
　るはまの茶あでか居ら居居　 なまi桑
　と生し巾をりあとる幼るる　いしの
　云物てに飲まり雷か鐡やか　 と雪細
　ふに其適んすまぴとだうと　言色胞
　こ必水量だoすま言のに云　つ々液
　と要分のり殊かすひ蝋見ふ　てなの
　を峡が水牛にらζまだえ4　も生主
　示く非分乳獄し是すのる羅　宜理成
　しべ常がをはτはt．Nのの　い的分
　てかにあ飲人桑申獄中でか　位作と
　居ら少るん間のすのにあら　に用な
　るざくとだと中迄血はりだ　刀くがつ
　゜るなi費り違にも液もまの　分行て
．我もるふしひ適なにつす中　とは存
　々のとこてま量くなとけに　云れ在
　でで獄と非しの獄つ水れも　ふてし
　もあはが常て水のて分ど澤　も居て
　　　　　　魯　　　　　　　一一231－一一一一一



　　　　　　　　　　　集演講學科・縣垂譲

互1存』云は　あ酸ゐいで　　りもた塞
フ雀ふな桑りvaるのは蛋2まな者腹
ロし二いのま攣とで化白゜すいにに
｝濤8怨募1黛叢脅響餐墾゜を醤毫
ラる蛋あ中　　とはま飴御白　　でてた
ズか白りに　云酸す程承質　 あは揚
マ杢質まは　ふ或゜進知　　 り衰合
re冒がすど　こはそ歩の　　まべよ§ひあ瑛う　とアれし通　　す物り
旦まる分云　だル位まり　　　゜をも
善E雲婁章譲す纂差婁　雰聖纒
1桑あ居う　分のなけを　　のるの
asのりるな　つやもれ含　　　tよ乾
ふ葉まの種　てうのどむ　　　とりい
もの需は類　居なで職有　　はもた
の細　グが　る藥あ未機　　之先時
は胞之・あ　の品りだ物　　れつの
生を等ビる　でをまにの　　位飲方
活構のt’か　あ用す此中　　にみが
論磐薔．？芸塾聖譲薔葺　を黎馨
糞罵葺重愛IB豪曾募盤　馨塁菅
・イるどCU之　此加の構の　　 まない
タ所う1も　蛋水所造最　　 しけの
をの量クま　白分でとも　　てれで
フ原ふレだ　質解分X複　　　坂ばあ
オ形エォ徹　がをつふ雑　　 はなり
1質合プ底　桑致てもな　　 固らま
スににロ的　のし居のも　　形ぬす
嵜成なテの　葉まるはの　　物と゜
巳つつイ研　のすの明で　　の云そ
貯患暴巻謹建身讐歪il　9’き墾
d’

驍ﾌ燐今　も数になま　　蛋と咽
を原葉蛋日　 あの酵・っし　　 白は喉
持形の白の　るア素てて　　質言の
つ貿中竺所　のミをゐ参、　　でふ乾
てepにとで・・でノ用な日　1　あ趨い
　　　　　　一器2＿・・



學　化　桑　獄

蛋白のの蛋　生ふ本居て複まてそ居
白質が基白ue　，理と，物7J，居雅す居れる
　　　　　　　　　　　　o　　　　　　 4

貿で磯本質の的桑質其るな　 るか所
　　　　　　　　　　oかあ達物か』かのので原　蛋さのらの
らりし質らら意葉あ形斯自うで原蛋
來まてで出だ義のる質く質しあ形自
るす來あ來とで固とはのかてり質質
の゜てるて暑あ形云蛋如ら核まのと
　　　で之其の屡ふり物ふ白く出をす中云
あ等内でるもま中こ1質桑i來構がにふ
りの容あののす一とかのて成其そこ
ま獄物りでもが七がら葉居し庭のと
すのたまあ矢今1言禺はるての申に゜かるすり張度四へ來細21i居所央な
故ら絹゜まりは一るて胞ちるhi　’ ｭっ
にだ綜そす細獄％の居か窒夙少府て
桑のとれか胞に位でるら素のしと居
　　　　　　　　　カの蛋云からかt’viああそ出も蛋成もる
葉白ふらしらするりれ來あ白分云の
の貿も其て出るとまでてる質がふで　　　　ロ申との外蛋來生暑すあ居がは逮べあに云がに白て理ふ゜りる燐二つきり
適ふ出置貿居的調其まのがユて緩ま
當も來にとるの盗蚕すで可1居がす量のては云細意に白かあなクりあ゜
のは來五ふ胞義な質らりりVまり即
蛋何る齢もはでつが蛋ま含オしまち
白庭の頃の原あて桑白すまプてす生質かでには形り居の貧力iれ・巽゜き
がらあな矢質まり葉は其てテ部棲た
あ來りり張かすまの桑細居1分も蛋るるままりら゜す中の胞るドに矢白
とかすす鷲出　 ゜に葉は所とは張i質
云と゜との來　以どを原の穂燐bが
ふ云絹絹かて　上れ構形蛋すが原原
～二ふ縣懸ら居　は位成質白る多形形
と～…も腺だ盈　桑あすか質廟い貿質
は桑矢とを原　にるるらかののかで
鷲の張云造形　 封か所出ら罪でらあ
に葉りふる質　 すとの來田常あ出る
取の蛋も所は　 る云基．て來にり來゜

一233＿



庫脅／鋼脅痴桝

・1・伽例蔽／聯

集演講學科綜獄

は膿庶でしのりぎ付考リ　てりなつ
先に合あた言ズまてにオそ來オして
づ同域りの葉ム9斯置＝Ctる二ては
力化代まででをでうくンでのン居非
タせ謝すあ物謬あ云のの桑でOる常ナら作゜り質しつふでゃのあ耳’厨に
ボれ用即ま憂まてこあう葉り営の璽
リるOちす韓し之とりなのまヨ’キ要
ズ爲呂力゜とてををまも中すとチな　　の　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　o
ムにTpタ代課新一考需のの　云ンe
には2．ボ謝し陳緒へ　 がi蛋　ふ質と
依力8リ作ま代にな是ど白　もとに
つタ冒ズ用す謝しけはう貿　の云なてボ舞ムEl°作たれ蛋しが　がふる
分リぎのち之．用もば白て如　 あもの
解ズi茅方物は或のな質禺何　 るのでせムBは貧猫はをらの來に　の．があ
らとで分攣逸簡メぬ場るし　であり
　　　　　　　　■れアあ解韓語軍タそ合かて　あるま
　　　　　　　　　　　　　　もるナリ代作のにボれにとi鷲　 りそす
のボま謝用ス代リはの云の　まれ゜
でりす作はト謝ズカみふか　すかそ　　　oあズ　用カヅ作ムタ限理ら　がられ
峯2蕩tk鰐曇憂ず髪奪奮奪爺奮

さ要の包ムゼふB。でま這　の皮一
うで物錠とルの主醤あす入　もをつ

s兎鵠写呉量婁£享惰警募患墓
分食にナムと゜リナ般斯絹　蛋る伽に
子物這ボの云或まボのう縣　 白所は
のの入リニふはすり生云キ　質の獄
も中つ・ズつこもがズ理ふチ　か物の
　　　　　　　カののてムのとつメム作こン　ら質外
に物動の作をとタ≧用と箪　出に皮
憂質物方用繹他ボ甲にをコ　來コを

一2嗣』一刷



　學　化　桑旦
小所素ボ此　す後や講のらふ過ては1
さの即リので゜復う堂で塵やす行る
いエちズカあ此たにをあ液うるくの

tE　9．蠕字慰翫齢鶴鮪小

ルます獄ム中め1ボんなボか液物1質

讐詫魑禦農磁雛船鐘雰箆

で性獄中のだりあてて家物破聖小化
あにのにでのズリるしを質れ液さ管
り於消ああ中ムアのま移をる巴いの
まて食るりのがナでつ1晦すの逼分膜

ら質中あ゜質立ズまは時成り窪分過
　しをにり此につ・％確｝rしますれし

の致自゜ボるあ設ち石ば澱そ液れく
酵し質そリ爲り作先瓦こされのば哩
素まをれズにま用づはのせで中動液
はし分はムはすで破瓦講てはに物G・
我て解通と夷゜あ壊と堂し困さ膜ta－

　々乏す常ア張　りレ云なまる2を入
　のをる酵ナリ　まてふらふかas通つ
　　　　　　　一235－一



集演講學科綜慧

りで加ル、　らはたる度血種1質ト｝淳
まあ里カーれ鷲揚とは液のアにリ液
すり　：リ寸る膿合幾桑中アノレ働プの
゜ま八性鼓の中にらのにミビVOシ中
是す瓦でででに柱か葉這ノ＝．てンに
は゜をあもあ於とアの入酸モ之様存
一ゼ水りうりきかミ中る類1をの在　　　　　　　　　　カ寸1一ま少まま瓦ノの這に、ズ分工し
設ム立すしすしの酸蛋入攣，．v解ンて。
明ソ中゜補゜て飴の白るへ籠・すチ居
しンにアつ　 父つ種質とる影る1るて及溶ルて　分た類とすのellざム所
置アか力置　解もにはぐで巴うがの
きトしりき　をの依違合あぎし獄蛋
まキた性た　　受なつつ成り暮ての白
すンものい　けどてたがま器何治質
がスの程の　まがは形行すとに化分庇qに度if’　し出要のは゜セ攣液解
ピ§相はあ　 て來ら蛋れさヵへの酵
1＄當波り　最るぬ白まうンる中i嚢
エ＝し多ま　後の所質ししダかにト
ツkて野す　 はとのとててりとあリ
チま居農が　尿同アなす漕1云るプ
便窪Q學G　酸様ミつぐ食ラふのシ
がU」近士れ　見でノて叉管ルとでン　　　　　　　　　　　　　■七二頃には　 た要酸合蛋のビ我あに
で氏は慷獄　 やらが成白壁ユ々り當
あの之りの　 うぬ出せ質をモのまつ
る渕をま消　なア來らとな1調すて場定ビす食　形ミてれしすズ査゜居
合に1と管　にノ來るて勤6nにそる
に依工炭の　な酸るの合物8依れもはる・酸中　つが゜，で球膜碁りがの
中とチ曹に　て繊家あ沈をqま桑で
性’LL　re逮あ　’大來をり澱通巴すのあ
で○：Qる　部て移ませ過葺呉葉り
あ1儂五潰　分來韓すら致Bプのま　　　　　　　　　o　　　　　　uり九で瓦化　はまし　れし給ラ中す語六表と液　 排すてさるま並イの゜
Lです炭の　泄力1建う1しにマ蛋EP
七あの酸ア．　せ是・て、す今て各リ白ち

＿236－、



學　化　桑’「盤

　蚕のての・等ヅ所憾ト　　　、　　胃以
3　白種桑絹　が．ア　に’ま”そ　巴P　　　　今液上
’質‘類の綜あジ嫁しれ、、ち　　假のの
エはの＝al，tg，Fをるンリたか胃　　　り揚時
1之アのカ【1P・’まカ1ら液　　に合は
テ位ミ中水チイす之桑の　　　はア
ルにノの分・チζを葉ア9島認七ル
欝茎磐ζ讐ζ夢募架＄劣塾≒坐騎
物置攣ノたはス葉分蛋リム1とも性
　きは酸揚殆・パの解白性f出す大に

　災、うもヂV・酸を色ロをτきF・V故れ
　はしの・とノ形kビな歯出自にか

　　蛋か澤どン居ノと基・　en　†リ下
　　白ら山に酸る酸　：イ　　　蕊性の
　　質だ出なフ所がユオ　　　　　を揚
　　をに來つエの出1ン　　　示合
　　造這てて＝ア來クの　　　しは
　　る入來居1ミるレ濃　　　て酸
　　とりるりルノ゜オ度　　　居性
　　云まのまア酸此プは　　　るに
　　ふしですラと墨ロ十　　　のな
　　結てあ゜二し校テ萬　　　でる
　　論秀り然Zてでイ分　　　あの
　　が子まるプは弁ドの　　　りで
　　出がすにログ上と；　　　まあ
　　て攣b獄リリ博か五　　　 すり
　　來化でのζ・士らで　　　゜ま
　　るをあ蛋オコの出あす　　　　　　　　　　　　　　　o　　課起り白キ1調來る　　　　　　　　　　o　　でしま質シル益てで　　　　　　ロ　　　　じ　　あますでプアせ居　　　　　此
　　りしかあロラPtらる　，　　　　の
　　ま．てらるリ＝・れと　　　　　　獄
　　す他し所ンンた言　　　　　の　　o　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　、一＿237　一一



集演講．雄科縣獄

やのに　つひし位脂のてを磯すの
うエど然たるてで肪生居エ致るで此　　　　　　’に1れらのこ我あと物る！しとあ工
脂テ位ばでと々り云罷のテまエり1
肪ルエ桑あにはまふででルす　1　まテ
は浸1のりし桑すもはあ浸とテすルな風テ葉ま1たの　゜の夫り出溶ル　゜浸
い物ルのすの葉そはれま物けに生撮
のが浸エがでのれ殆ですとて溶物物　　　　’　　　　　　　　　　　　　oで存出1今あ揚でん宜　す來け器と
あ在物テでり合脂どい故るたてを云
りしがルはまに肪なのにの所來乾ふ
まてあ浸そすはのいで独でのる燥も
す居る出れ゜粗無のあ々あ物所しの
゜Z，か物を昔脂いでり此り質のまは
あそとはや我肪もあまのまが物し桑
つれ云何め々とのりす物すあ質てのてはふかてが云をまがの　゜とはざ葉
　　　　　　　　　じも何とらし桑ふ粗す桑こエに皆うと　　l　　　　　　　＿　　　　o極か我出まの冒脂　のと1淺溶しは
くら々來っ分葉肪あ葉をテるけて限
少禺のてた訴はとつの一ルの禺之り
い來調居のを使穣て場に浸でしをまロ

とて査るでしはすも合粗出あてエせ
云居しかあたなる痕に脂物りし1ぬ
ふる允とり場いの跡は肪中ままテ凡
のか所云ま合ではし我とのすふルて　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　 o　　o

はとにふすにエ誤かkも物　　での義言依こ　゜は！解なの穂質其然浸生
kひりと　粗テをい調しは物る出物
はままに　脂ル招帥査て通質後す盟
非すすな　肪浸くちし居常のにるに゜
常ととり　と鷹勝有たる大目此の就
に先圃ま　云物以る所の部方工でて
正程形す　 ふとでかにで分を1あ此確も物゜　言Xあ無依あ脂秤テリ言
な申中桑　葉ふりいりり肪リルま葉
方し三の　 を言まかままかま溶すは法ま1葉　随葉す分すすらし液゜當
にしJfi．の　分をからと゜出てを1さ彼
　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　

　

依た％中　使用らぬ此他來之蒸う，る
一238－一



學　化　桑　獄

rcるあ斯　のれのまト分や以る先り
丁誘雲餐£諜兎芸昌驚墓宅
ティはふばりりの蓬ふすし量嘆葉霊
ルタフこエまま範はこと、てを脂の此
にミオと1すす幽精とそも，行肪工の
溶ンスはテ゜かに密にれ桑つは！エ
けA・分ル　ら懸（・Cなを葉たグプl

れのでの何　葉ふら固ま穏まとを物

1去かすと　脂まあ中がし桑に酸リ
テふら゜云　肪しbに脂ての分のセ
ルこ尚大ふ　が冗ま之肪Q工解やリ

ああミ居下　い如れは固か常を若で

すすとれ中　ふで’一”’に中　密は陵ま
けが云かで　こあ％少Qグな正が需
れ脂ふらあ　とりない一り方確奮
ど肪ももり　がまどのパセ法な在そ
もとのうま　雷すはで1リを方しれ
ヴ同が一す　へ゜實あセン以法てva
t様あつが　るそ験りンがてで居は
　　　　　　一醐239一



集演講學科縣黛

しとフら大今　 で葉出炭あ之　 まタ
允かイう艦迄今あ緑到ξ水りあ葉兎ミ
場バズとは知度り素な化まる線　 ン

合ツム思消つはまとい合すが素　 B

にタuふ化て獄す云と物J故な　も
はとE’のせ居に゜ふ云が葉にる　 あ

紫叢曇霧え鉦置書8奮纂禁婁為見
　　ののはeりな識て桑はとなが同は　之
昆機をまいにはに桑にけな化桑　 等

錨織やすけ擦’ど胸のなれけ作と　の
はとり゜れりうしみるばれ用限　

も

色かまとどま云てな有是ばがら　の
が云し言もすふのら機か同行す　

N

白ふてふ併と生話す物ら化は凡桑
いや三のし殆理で有が攣作れて　に
蚕うつはなん的あ緑毘隣用まの　 封

はなの昆がど意り植來しがし有　す
友も形轟ら消味ま物なて行歪緑　る
色の態の一・・A化をすにけ出は檀植　生
とはを中小せ有゜取れ來れ物物　理
か色有で部らし　 つばてなのに．的
褐がし魑分れてて植來い成於意色皆てと丈な居　は物る゜長き，　義
に線居かはいる　さと所從とま　 は

な色る或消とか　う云のつ武し　何
るで勘1は化云と　云ふ董てふて　でも

そあちバせふ云　 ふも白葉こ重　 あ

のる緑ツらこふ　 璽の質のと要　 る

上゜ 帥^れ，とと　要はも中がな　 か

此そののるに葉　 な成繊に行役　
と

昆れ中やとな緑　意長來炭は目　云
量かにう云つ素　味すな水れを　ふ
のら出なふてな　をるい化るす　こ
　　　　　　　　　　つ青枯來もこ居る　持こ凡合こる　

と

い草たのとりも　つとて物との　を
色の揚ぱはまの　てがのがにで　之
と中’ダ嘗すは　居出有出なあ　か
云ににイへ゜我　る來磯來るり　ら
ふ残はモる斯々　 もな物なのま　

中

も長纏ルだくの　の喚がhで％　し
　　　　　　「一一210一



墨　化　桑　鐡

何肪グ出分酸を葉゜てれかあ葉ゑ分
故と．り物解が焼の即居かち・り緑光
な云iにすあき中ちるらうま素此器
らふリ、はれaまに窒がフとllがのEP
ばもン極ばです幾素併オ思　一分ち
蓄QtS£参ζ糞£・象藤麦萎；1；9’塚幕二

に貯ら量セフとあ酸脂アでり「eがク
禦藏うのリアにると肪チあま化似ト
素養とグンテは゜をと1りすせて゜
も分考リがイ無そ含はドまから居ス
あでへ，de出ド機れん逮で一iられるコ
れあらり來の物はでひあ　桑ま生1．ば　り　れ　ン　て　存　が　ど　居　ま　、り　　　葉　し　as’　プ

燐まるが來在残うるしま　 の竃ふで
酸すのあるはるし所霊す　葉昆こ以
もがでるの疑のての此が　線最とて
あジあとでふで分脂も是　素のか分
ゑ隻妥暮脅：奪ゑ糠？罪璽農晃蒜
ちフすままがま』と物中常　小のへを
素享建髪％繋羨至讐置墨，蓉濯芒婁
昼le集蕪／r秩蓄皇曽案饗’綾葵垂ヒ

いは常らり゜の1まと貯　につう見
貯もile孔くま然燐テす燐藏　 よたしま
藏つ重．こする酸ル゜酸物　 つもてす
養と要のかにを浸こが質　てのも莞
釜笹急i乞嚢窒腸9薯£雅£’轟毒
あ貯藏スて脂しをオしり　せるのに
る蔵養フ亮肪て蒸スてま　らと緑充
゜養分ア程と見焚フ居し　れ想色く
是分でヂ桑同る乾アる霊　る像素葉
がであ1のじと澗チの脂　 とせは緑
分ありドェや可し1で肪　 冒ら植素
解りまか11うなまドあに，．つれ物に
すましらテにりしもり能　 てるの似
　　　　　　戸一一滋1－一



集演講學科綜震窺

　とでと大る巣かン卵そま非な　 立る
　があか部もとらがされす常貯さつ時
、言り卵分のか高多うでがに藏うのに　　　　　　　　　　　　　へま巣をでに等VO云あ此多養云では
　るすと占あ這動゜ふりVい分ふあ蛋
　のかかめり入物夫もまシのでやり白
　でら云てまつのかのすチであうま質
　あしふ居すて場らxかンありにすを　りてやるが居合又中らなf’）ま桑Oi除
　　’　　　　　　 の　　　ロ

　まレうさあるに魚に襯るますにさへ　　　　　　　　　　　　　o　すシなうれのはのはのもす　取うた　゜チも曇はで剃1卵レ卵のo羅つ去り
　レンのふ雲あ縄はシのは此のてふ’そ
　シなにゃ丹り中’数チ中凡のか重i澤れ
　チるあうのま椹のンにてフら要でか
　ンもるに卵しの子が這幼オだな非ら
　はののv巣て中で非入生スの貯常二　　　　　　の之はでシか例にあ常つ物フ申藏にユ

位其あ　チら　へ非　り　にてのア　に養t－1
　に生りン出ば常ま多居中チは分要ク
　し理まな來雲にすいるに1可でなレ
て的するて丹レがのの貯ドなあもオ’esの　゜も居のシレでは藏のりりのプ

　き慧そのるやチシあ當養中のまでロ
ま義れはのうンチリリ分でフすあテ
すがか動でながンま爾とはtがるイ　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　o

　非ら物あも多がすでしVス獄　
ド

　常叉のりのい可゜あてシシに　即
　に高起まお一ドな総り這チア取　燐
　璽等源すれ等りのま入ンチリ　を
　大動にQは動多卵すつな1ま　含
　な物なさ食物い殊がてるドし　む
　ものるう川でのに魚居もがて　蚕
　の帥所しではで黄のるのあも　白
　で経のて壕矢あ身卵のがる是　貿　　　　　　　　　　　　　サ　あ中幼レ詰張りのそで代殊は　

を

　る枢生シにりま中れあ蓑・に非　 跡

　とに物チな卵すicかり物卯常　へ　　　　　　　　o　云もたンつと　vらまでのに　る
　ふあるがてかそシ鳥すあ中重　 に

　Ctる卵＃居卵れチの゜りに要　　役
　　　顎
　　　　　　　一一24日一



學　化　桑　猛

分萎彼りりで食の云がくす飲知す
にで虎まま是べはふ日見そ乏のと今
眼あはすすが執日こ本えれし通ヴ度
がる罪゜°敏其本と人なかたリイは

な生乾はしては牛るに教ヴににニンタ
くは燥さい來ヴ乳塔酷日イは封Aミ

叢鰭倉篁蓄誇某在llx蕪麓

課ってな川も澤れ食つつも鳶要ら需

PPがいまふ目覧1に眼と力さでミ試
のな゜し彪稜そスはが限にうあン瞼
rvく從たが肯れのヴどが非しゑB揚

夜と水はまる洋なミ能見關氣物灸菓
盲薯田年す是人乳ンくえ係にの此俊
にばが中゜はの製A見ながな成ヴ雄
なかな薯此榮方品がえくある1長イ氏
るりいt地養がを鋏ぬな鞄帥生タの
゜食か食方不眼飴乏かつ是ち育ミ近
そつらべは良がりしらてが何にン頃
れて米る日の能食て隠來映優軍A研
で居は藩本結くべ居居夜乏病大k究
夜る出を一・果見なるし西しなな云せ
なざ來常の鳥えV・かな洋たどるふら
んうな食甘団る゜らけ人場と關もれ
かすv、に諮に澤外でれに合云係のた
乎る俸しのなで國あばもにふがは所

で々薯つででま能言ぬまがを是御り
水夜と驚ああ充・〈ふとす能起が承ま

　　　　　　＿243一



　　　　　　　　　　集演講i學科縣慰

讐塾霧濃碧巖雲耕免話1“馨奮霧嵩姦

以す合三゜をふのぞはタ鈍ととでみ
てとが％巽行と高れ横ミhで言あに
實言多以報っ右橋はにンどあ・㌔り出
験ふい下告た油克榊そとうり　まる
すの゜にを゜工巳奈れ云もま恐兎や
るは斯な見其1博川てふ根丈ら　

う

場三うつて結テ士縣大も氣笑くさに
合％云て之果ルがの分のがesは2な
に位ふ居かvaの指翻長を足起日as有
はのもるら依申導業く飴りゑ本ふ
其増の二増りにを試な程な゜入病そ
生牧かつ牧まヴし験り’tw給斯の氣触
物とらの歩すイま場まら　う大のが
讐f禦塁婁羨’ζを輩先浮雀f’募宝曇

個ものは出食ン添つ瑛れ何もはをを
艘の結・一一Aし颪A食たヴばかのアヴ食
攣は論○てをを試のイいすがヴィひ
異實を％見無溶験でタける鋏イク出
V瞼出位た添かをあミまと乏Sミす
黛のすにの食しやりンせすすミンと
邑誤となで置たつまA発ぐるノ敏直
話差云りあに溶顔すを　草爲1乏る
：のふまり較液そカミ以　臥vaシ症是
ぎ範こすまべをれ是て　れ日ス又は
簗園とがすま桑はは桑　 為本にはヴ
言tcは癒力！す葉ども葉　 そ人罹アイ
と鷹早牧多と面ううの　れはつヴタ
云す計歩く牧に云先添　 で外てイミ
£、るで合の繭塗ふ般食　　あ國居タン
ものあが場量布風亡試　 り人るミA
のでら三合が叉にく験　 まにのノの
があう％遺多はしなを　す比で11
ありと或憾い撒てらや　かしはシ乏
るま思はなと布添れつ　 らてなXの
鳶％zl；髪奮莫与芒書突某霧遠雪箆

撫篇霧学毒怨饗豪豪窒会柔芸葦馨

　　　　　　脚＿鍛4一



學　化　桑　葱

　ま験合ま　とま故敏さの云云ふ差そ　す　　e；　が　す　斯　が　す　に　を　う　爲　ふ　ふ　　も　u

れかオ五゜う冒゜此超ででeものa
からF％と云ヘーの過ああとのを§
らしメか言ふな般一せりるはを調＝ロ

もてツ或ふ～：いに○ねまと始やべと
う禰クはのとと一％ばし量絡つて云
一罷或そはを思割と無t，ふあて見ふ
つ攣はれ4言ひ以云へ或こるもるも
い異豊以迄ふま上ふぬるとこやζの
けの獄下方とすの攣゜肥はとら物が
な偏」曾で々憎゜牧異作料飴でなにあ
い差綜あでま　穫係物をりあくよる
eの剤る添れ　の数の施感ゑてつの
と範さや食P　 増を愛し心　 覧てで
は國うう試か　 カn突’異たしそ繭違あ
添内云で験も　で破係爲なれとうり
食でふあを知　なし激にいで云がま
　　　　　　　　　　　’試あもりやれ　けなは牧是偶ふ大需
験りのまつま　 れけ五穫はkも抵’
をまsすたせ　ばれ％高添増の一一其
やし添゜結ぬ　作ば位が食すNOの
るて食ア果が　　物肥の増試方生％編
際之試ミ敦僕　の料揚し験の蔭位差
にを験ノれは　場が合たの結量帥を
は突は酸の凡　合i敷もと揚果はち示
不破敦の場て　で果あ云合が一一す
自しれ添合の　もをりふの出○割攣
然ても食も添　繭呈まこみた％位異
なゐ増試牧食　のしすとな揚位あ係
tな牧験繭試　 揚たカiはら合増奄数
とVb・歩或blll験　 ・合と一一其すにし　 く1

がの合は加を　ではOの肥そただき．
行でが盤の．否　 も云％増料れりか巴
はあ五化割定　 増は位牧試を或ら3
れり％石合す　 しなの歩験ヴはヴg
るま以Pt　ellる　たい場合のイ減イ聾
のす下のち．の　 との合が場タつタ鼠で゜で添増で　云でも攣合ミたミ罠
あ　 あ食牧あ　 ふああ異でンリンとり　 り試歩り　 こりゑ係もAととラ乗
　　　　　　一2↓5一



　　　　　　　　　　¢俵i寅言糠尋玉科・昂糸獄

はす験れなりしふ食をがあて漬まま
非芝をば為ま海やは貧轟り其けふす層
常れしなです所うしつがま原ののk一
にかなら若゜になて74らす形様で胃
早らけぬし況糠桑居葡なか質にあふ
計ずれ゜炭やるの為萄いらはなりの
でぐば五．水一に葉是糖の其細つま鷹
あになパ化○漁ではとは桑胞て兎無
ら結ら1合％し試非か當はの濃i　nll
う論ぬセ物添た験常或りi新膜厚大に
とをかンを加桑すなは前鮮か溶抵藥
思下もト以に葉れ濃甘で度ら液控品
ひし知でつ於に嘆厚藤あ寧分の濃を
ま天れさてて五恨溶糖h響離害厚桑
す淡ぬへ添を％令液の　 只しをなの
゜水゜斯食やの炭がや其y・ま蒙溶葉
　化＿う試で砂水出うのがしり液に
　合Oで験あ糖化來な一害でまを塗
　物％あをりを合る糖例せ質し塗り
　はのる行ま添物澤類鷹ら謂冗り付
　生添かはすIJTIがでを近れ原桑付け
　理加らうゼし数あ桑頃葉形のけま
，的摩或とあまくり葉ue質質細るす
　になは思りt．力まに業が分胞のζ
　船ど一ふまてがすi封試悪離とで桑
　りでバ揚すもあかし験愛トu云あの
　重添1合か薬っらて揚す雰ふり葉
　要食セにらのて桑一にQ巳もまの
　な試ンはし葉もの○於悪篇のす中
　も験ト・J；ては敏葉％て攣ヨはかの
　のを内な敷忽かが添砂しと萎墜生
　でや外るくちなす加糖た云縮桑理
　なつの添べ帯くぐしを桑ふしの的
　いて砂加き黒な悪ま以にもて葉の
　な好糖傘も色るくしてなのしは平
　ど結ををのre°な竃桑れをま砂㌍
　姦祭琉学，k毫墾h詫＄、餐Σ竜盤姦

　ふ得ししかのが斯を食いそさけつ
　こらてななで試う駿試成れうやて
　とれ試けくあ験云に験績でし塵し
　　　　　　一246－一



學　化　桑　獄　　　　　　　　　　　　　　　“

でる　とを菰何間接タの大克がは

9，．糊’彗踊患呉馨論露猪

しくに　る兎氣でミらま頂つな覗り
た高關　とににあン人1そたも力ま

　　　　　　脚＿＿247－．



。　　　　　　　　　　　　　　　集演離學科縣鷲

浄ヵ是　　居解　’にせあ　能病　
り’

＄リ‘は是4『らせ最取’ら・り所くにそま
匿藩婁讐ti　eg崇讐⊇窪享煮蓮蒙黎芝
銀簿をう溶’ら附はい゜の血新ら是
とい含云無　！’けncか他場病鮮ぢが
言酸まふ窒　 1加りら日合になタな
fOになも素　　テへ重重是に罹野ミい
の溶いの物一ルt’要要がはる菓ンと
で解所か　　浸置でで獲脚のとC脚
あすのと　ト出きなあ見i氣でかと氣
りる可去　　物まいるせとあ果云に
ま所溶へ　　のす“とからかり物ふな
19霧砦纂　馨9’：薯舞嚢霞享養為h
そ機機の　，　でイてでし壌力1べは
れ物物葉　　はタもなた並L是る壊
が質のと　　　なミ宜t・な病は機tilL
どの聰は　　 いンかからとヴ會病
れ総稽限　　゜Bら分ばかズのに
位粥でり　　又はうら勿云ミ飴關
桑であま　　 た水とな論ふンリ係
のありせ　　ヴと思い重やCなが葉りまぬ　　　イかふ゜要うのいあ
のます゜‘　タアの先にな敏所る
申すQ植　　 ミルでつな病乏のの
に　ρ窒物　　　ンコあ今つ氣症船で
あそtt全　　 Clり迄てがで員あ
るれを慨　　 はルまの來まあカ1り
かを含に　　 桑にす所るだり長ま
と可ま通　　葉溶゜でで畿．まいし
至難奮書　謬冤髭雪暴充擁毒
と窒て言　　未が　ヴまら　をが我素・N葉　　だエ　プせれ　や映
k物とで　　　嚢1　　ミうて　　つ乏
の　かあ　　見テ　ンカ1居　てす
調害簿り　 ’せル　問まら　居る
査iぎいま　　 らに　題だぬ　 ると
に鴨アす　　れは　は畿の　闇壌
依Pルが　　　て溶　瀬見で　に血
　　　9　　　　　　＿＿248－一
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學　化　桑　慧

薦還

元

糖糖

乾

物

百

分

四三
ゴし六中

七七

　可
　溶
　淡
　水
　化
　合
　物
　百三八分
五三中
九七

　リす総是の物炭で淡・てれ
　こと稽は粗と水あ水居咲
　澱デすど繊は化りイヒる桑
　粉ラるう維不合ま合かの
　ざバの云が溶物す物と固　う．馨でふそ解が゜かX一形
　云膏あもれ性あで．らふ物
第　ふ藷勲ので炭ゑ是鵬ζの
　や糖まかあ水　は來我申
裏差婆需芸呈蓉重漿薦さ隻
　も糖そふす物でのる調五桑の建れと゜に可研゜盗1
葉かははボそ蜀溶究淺に五

水居果も薄てで物けはζし
化る糖のい可あとれ何共て
合のとか酸溶りはばか中居
物でのら或炭ま何なら2る

鼠すで居ア物溶云゜居分り
返　゜あるルと解ふ桑るかま
）そりか力云性問葉から諾

のまとりふ炭題固と五
分す云にも水に形云割さ
量労ふ溶の化な物ふ即う
もラとけを合り申ζちし
此ク我る設物ま一是三て
順タk所けとす三が五そ
序ンののたはカ…1まiれ
va糊調炭の後可二だ五は
な糟査水でに溶六分o何
っ9に化あi塵炭％ら％か
てキ依合りぶ水のながら
居スリ物まる化可い可禺
hトまを需rTr合溶の溶來
　一一2弓』9一



集演講i學科綜簸

てのVあに糖ととヤ．ま　 を

言葉り取は同添護す此調典
ふはまつ四じふ護とのべ内
と獄して九で粘はア炭た澤
寒にてあ七あ藺粘ラ水のは　　じ天隔障糖りでり性着ビ化で第
がv・蜜まあま物力ヤ合あ一
あとやすりす質を護物り表
る云蜂゜ま゜が持護のまに
゜ふ蜜舐す是あつで鴨こす書
　　　　o　　　　　　　　　　 ゜　o

塞唾なめ　がるてあと　い
天蝿どて是桑か居りを　て
とをも見をのらつま一　あ
云與此る我葉で雪す寸　 る

ふへのと々のあ’印が話　通
　　　　　　　　，もる還甘は中り紙是し　

り

のと元い桑にまとはま　で　　　むは思糖その澤すか大す　あ
大ひかれ葉山゜切部が　

り

　　　　　　　　　じ部まらかかあそ手分其　
ま

分す出ららるれのアの　す
ガo ﾒ蓮結゜か裏ラ中　゜
ラガて元贔澱らにバの是
・17ラ居糖状粉甘塗ンア　 は

タクる是に二よ簾らかラ　我
ンタ゜は取り1籍れらノぐ　 々・

かンこ果つも叉る出ン　が
らとん糖た多はの來と　 鼠

出鍛なと立い藤でて云　返
來ふに葡派゜糖あ居ふ　と
ての色萄に澱是1）・るの　云
居は々糖結粉はまのは　ふ
る他のか晶一我すで外　桑o　　　　　　　　　　　．　の，砂　ら　状　一　々　カ1　あ　の　　　に

食も糖出に三がありも付
つのが來しに使れまの　て
てSあてて蜀ふはすS　炭　　　　　　　　oも例る居サしザア　例　水
消をかるンてララアを　化

アガ澱糊

ラ

ノミ

ラ

ク

タ

ンン粉精

七二ニー一
の　　コ　　e　　　

三五一二
八〇三こ二

五一Elir．　F．
の　 ロ　 ’　 の

〇八三七
三七六九

化取らのプ甘メバラ取　合　　　嗣
しつ桑でル藤糖ンビリ物

一25り一



　　　　　　　　？
離化桑i醸　　　

1

　　　　　　　　ゆを棒っ粘形な　紫赤まかまて澱はな
引でて質成しで色紫しらら來粉食い
く以見物して斯‘こ色て澱なるかつD
2琴鐸憲磐芸礫姿璽婁；姦薦繁
4の粘冒’るかふま盈であキキはるら
の乾っ沼のとやす澱之りススっのなア燥こ野で云う、°粉をまト1・てでい
ラ桑いEあふな併は染すリリ來あもバ蝶i感とりと炭し米め゜ンンるりの
ン粉じもま次水充にま桑丁：にもまで
と末が云すに化くもすのア色のすあガをすふ゜違合調あと方ク々で゜リ
ラ水る縮巨口べ物べる普のロ種澱そま
クでのつちまのての通澱デ類粉れす
タ灘はこ細す中見での粉キがに二かが
ンほ此い胞所でまあ澱はスあエら併
がしアか膜のガすり粉他1・り1ン共し
あたラら質不ラとまなのりまチi爽我
る物バしに溶ク少しらもンす1が々
かをンてな解タし歪ばの＞thlム糊は
ら引と乾diっ性ン9t：餅膏XO．桑が騎与随
縣張ガいて炭と色に色澱§¢）働即分
をつラた居水アの鵠に粉号葉くちそ引セク桑る化ラエくな例旨のとデれ
く見タ漿毎舎バ合米るへ冨中攣キを
のるンをは物ンがで所ばとのつス食
でとが粉粘で此違精が米去デてトふあ綜あ末ナ伏あ二ふ米是のふキ來り　゜
りをるにのるつのとは澱もスるン例　　　　　　　　　　　　　o　　

　

ま引かし物所ので云赤粉の1・　デへ
すくらて貿のもあふ紫なかリ又キばo　　　　　　　’

　ので水で繊のりの色どらンたス羊
さであをあ維はまはに曳塒はi熱トii甦
うある加りとどす沃なは來沃にりと去リゼへま共う゜土る慰て度依ンし
ふまれてしに去　に澱ふ居につとて
課すか手て細ふ　依粉のる依て訟随でがらで植胞役　つので゜っもふ分
ア此硝い物膜目　て申’あそて憂の我
ラ懸子ぢ性をを　赤でりれ染つはk

一251一



「L

層

集演講學科縣i鐡

　　　　　　　e持まを生生炭ふ　もすく　『唾ににバ
つすす物長素とそ消る消今を破なン
て゜るで鮎同秦れ化も化度持れつと　り　　　　　　　　

來」桑即あと化のかせのせはっなてガ
るのちりか作葉ららでら此てい桑ラ゜葉呼まに用に他れあれガ居のtcク
そが吸す逡の封のなりなラるで張タ　　　oれ呼作　ら結し淺いまいクのあ靱ン
は吸用生れ果てりのすのタでり性は　　　　’　　　　　　　　　　　o圃すす物一m－一出はので　でンあまを細
楊るとで部來桑四あ之あとりす附胞でとのあ分たのつりvaリアま　゜與膜
　　　　　　　　樹云意るだ所葉還ま付まラすガすを
にふでがけのの尤すきすパ゜ラる造
付こあ故が可申糖゜まかン　クこる
いとるに矢溶の藤　しらが　クと材ては゜桑張炭貯糖　 てし獄　 ンに料
居直其のり水藏糊　 我てに　 となに
　　　　　　　　　　　るに呼葉桑化養精　々螢取　アつな
桑實吸もの合分澱　 が養つ　 ラてる
葉験作矢葉物に粉　 色債て　 バ居ざ
でが用張ののな此　 々値は輪　ンるれ
な出のり中大る四　　調はど　　は　゜か
く來酸呼に部のっ　べ全う　桑是ら
とる化吸淺分での　 てくで　 のあも
ものの作つはあも　見なあ　葉るう
宜で材用て他りの　たいる　にが一
しあ料を居のま是　ののか　湖故っV・りに行る部すは　ででと　 しに楚
e　　　　　　　　 o　　　　e　　　　　　　　　　　

　ま此ふ分どああrcて桑は薪し等」V桑にとう　り’りふ　斯の後
　　　ヨしての生の逸言云　 ままと　 う葉に　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ，

い生もき葉らふふ　 すす是　 鼠が述
もきのるもれの作　が゜は　ふ風べ　　　L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ら

のてがと生るは用　 實消獄　 風とる
な居な云き根桑が　験食に　なか粗
らるるふてだのあ　の管取　 生雨繊
葉桑の諮居と葉る　結をつ　囎と維
だのではるかのか　果素て　的かと　　　れけi蝿あい所或中と　 ど通は　のの一
探をりきのは6’云　 うり全　意爲緒

一252－一｝



傑　花　桑　鍛

゜同ともなるれ桑ま出れ句藏し分て
そ化かのらゼ嘆とす來か成せてり來
怨鴛磐撮雰鬼暴畿莚李宏灘凄籍宅奄
あがか粉で作りらは同うな新し　の
り行或もあ用澱な澱化一桑鮮て我で
まははさりの粉い粉作つのな見kも
すれ成うま生が我も用鼓葉るる至宜
かな長です威少k出のでを儘と計い
らい瓢あカ1物縦が來生御使使「つの
しかのり大・は場茶ま成話つひ水てで
てら方ま抵砂合とす物したた化見あ
薬しにすさ糖にかけはて方鴫合たり
のて蓮がう・と依或れ澱置が　物のま
葉表ば二だ冒っはど粉き合貯のです
を水れ部らひて葱もがた翼藏含あカi
取化て分うたは面ど主い的す量りそ
つ合行はとV、澱東うなごでるがまれ
て物く桑思の粉mももとあと減すか
分のののびでが等澱の唾る呼つ墾ら
訴生で葉まあ一の粉で同と吸て可畿
し域あのすり寸疏よあ化言作居．な生
てがり申゜まも楽りる作へ用発りす
見なまに桑すな類他と用るの　のる
まいす保の゜V・のの云のの結是炭所
す゜°存葉之浸葉砂ふ際で果か酸の
と唯出さのに土に糖こにあ段ら瓦炭
護淡來れ申付で付がと与りk考斯酸
間水るてにで染て澤が迄ま炭へが瓦
は化に貯出はめ調山本はす水ま出斯
可合從藏來もてべ出に植゜化しての
溶物づ養まうもて來も物　合て來量
炭のて分し少染兄る書の　物桑発糞
水蓮運とたしまたのい葉　 がの　 計

化搬ばな所研ら結ででの　減葉さつ
合のれりの究な果ああ中　　つはうて
物みま夫砂しいにりるに　て成し見
の行す部糖なも依まのは　來るてる
方はカi分とけのり％で澱1るべ呼と
　　　　　　＿253一



　　　　　　　　　　　集演講撃科fi，？t鐡

　　摘宜のつのどig審先あ良とこ少が
　今のい飼た桑う摘が程るく云とく裟
　度方゜育方ので葉良申とな尋力1な鴨
　はが夕試が葉あtzくし云塗論螢つ
　獄何摘駒利をるし充まふ　ue養て所
゜　にで匠を谷買かた實しこ朝にを居が
　劃ものやでふと方したと摘なよゑ朝
　す皆方つあよ云がて面はとるり　取
　る宜獄てるりふ得居積我飴の多是つ
　生い卵見゜はとでる重kりでくかた
　理の数読だ面養あのをの違あ奥ら桑
　・的で多すかじ翻りで計報はリへ考の
　のあくとら貿家まあつ告なまるへ葉
　意り獄ダ養ふもすりてにいすとまの
　義ま蛾摘獄為利oま見もと粧云し申
　ですのの家ら盆帥する書云所ふ雪に
　あ゜生方に水でちQ≧いふがe淡に
　る是命がも分あ栽桑夕て結獄と水夜
　oはが・皆桑のる桑の摘あ果業に化申
　此桑侵宜樹少と專葉のるも試な合炭
　還にいい栽V・言業を方と出験る物水
　元封蛾酸増内ふ者摘が思て揚のの化
　糖しのもt，・容のvc葉而ぴ居璽で含合
　庶て生th：vaのは樹に積まる試あ量遡
　糖の活けも充水．しし重すの験りのが
　澱御」Jれ利實分ててがかでにま多些
　粉話がば盆しの夕販大らあ依兎い1L
　糊を弧綜でた多摘費で此りる　夕iE
　精しV・もあ養いのすあ威まζそ摘搬
　のたか宜る分内方るりです夕れのせ
　嬰写皇鏡斐霧糞柔1響季い蓬楚碧夢肇髭

　のあいぼがい充as　Ei°べは葉摘獄た
　もり卵蛾夕夕實で方帥ま實はをに爲
　のまがも摘摘しあのちせ瞼成や給に
　tCtす得宜桑のてる多夕ぬ方績つ與淡
　獄゜らけと桑ゐ゜い摘゜法がたす水
　に　れれ朝のな養夕のそのそ方る化
　取　 るば摘葉い獄方方れ誤んがと合
　つ　　Q種桑を朝寂のがかりなa9：爾物
　て　夕もど買摘は桑内らでにいふが
　　　　　　　蝉一＿25庄一一一



1

　　箪　化　桑　鑑

　　織あで1るにつてなは速質化くコかど
　　がりあの取の居す我つですな1らう　　もま1メでっもるに慢てあるりゲだ云
　　っ究紹あてのか生し絶るとまンのふ
　　と　すり重がら命て食貯熱すと中や゜　嚢獄か［豪要なでを居す薩を゜云にう
　難のらすなるあ維るる養獲此ふ這な
　甥讐擁巽糟耗象芒齪委鑑
　　そ組か｛程「であ此三か随鍛ま及一t，的
　れ織h申やりの行ら分のし脂つさの
　ははだしりま獄く上あかて肪にう意
　　葦論躍，芒浮s8解窪箸発墓隻総霧1讐
　＿L　　　　　　　　　　o　X“期のlfeg　是の斯た先にの艦澱獄持

　とて云陳囎にのや遡に云用養云養る

　去嚢は中で肪の桑原三為は2りでるふ
　族逮其に1は中の質遡人非　 ま染所と
　後す源は（專に葉iが闇間常斯しめの乏

　乃に葉云1をてあら間はなうし物1の
　至絹のふli桑屠るだ絶なこなてのゲ爲

　絶建物い・水こ糖分る困す賀作くとら　食　す　に　の｛化　と　糊　と　゜　る　゜　と　用　な　に　れ

　にる竣で1合は精し其け簸言にるなま　蜀がすあ1物難澱で閻れはふよがるし
　す脂るblにの粉遣eeど人庇っ是・て

　　　　　　　　一一255－一



　　ll
　　tl　　　　　　　　　　－．箪

ももが要動かすと果う鷲い％れでに
うみなが物云け云糖にの迄　るあ取

ぬもま可た糖過分あリ脂るとはたも
と初すな假とぎ子リズ肪と絶な野の
思めがり令かるがまム及子食給xeで
う調春の通果の大しとび孫に　時は
てべ迄藤過糖でき歪でグの耐’踊代な
調；（の糖しとあい是あリ繁へ生にい
べ見他がてかり゜はリコ榮iる繭はの
たるのあもにま併自ま1にこか雨で
のと入る他較兎，し由兎ゲなとら露あ

　　　　　　＿25G－
　　　　　　　　　　　　　’



學・・化　桑　獄

共所ア更あはをラら　て糖チししで
成がミにるアデ1だそ血と1いたあ分そラv　°クキぜにれ液果ムののり
はの1ルデロス1）・這かめ糖のででま
ρ作ゼトキデ1・覇入ら中にごああす
］r浬綾麦至婁三露璽隻墨霊室呈皇誘
ρよのにリト緬或行は入るイすすべ
　　　　　　　　　，　　　　　　　　　o　

o

でつ泄憂ンリ精はけ澱つのン　　た
分て化はのン芝ヂな粉てでバ非邸結
子出液つ方がマアいで行あ1常ち果
が來のでも出ルス゜あくりタに組消
可た中途出來トタ之りのま1有織化
なマにJに來る11をまですゼ力内液　　　　　　　　　　　oリルあはたとスゼ打すあ　厨な酵の
大トる全マ云婁V稼力さhさ選盤素中
き1の部ルふ芽嶺’く澱　 う欝糖国に
い条でのトE醤寡工粉　し器を昏は
の萎あ澱1がにOンは　てと分窪無
で芽り粉ス分愛とチ分　分云解潮いあ糖まががつへ言1手　子ふす器カミ
リΣしマ他たるふムが　が゜ると漕
ま云てルの゜，°の老犬　小之所し食
すふ41・物之我でれき　さがのて管
゜の迄1にはkあはVO　　く藤エ組の
大はにスi墜桑のり今か　 な糖y織壁
き先もにっの調ま迄ら　つにチに帥
い程知攣て葉査すに是　 て働1くち
か申らは無にに゜もは　樂きムつ胃
らしれるく最俵之調無　 々まが付壁
・動まてのな初るはべ論　 とすあいに
物し居でるかと澱が打　動と覧てあ
膜たっあとらデ粉あ檸　物加蕪居る
を癬たり卒あキにりか　 膜水糖ると
通糖のま衡るス働まな　 を分を゜云
過とで・すがもトきすけ　通解分其ふ
し同あ゜破のりまがれ　 過の解のこ
　　　　　　　　らにじり此れとンし是ば　致結す作と
くやまのる同とては簸　 し果る用を
いうす酵か物し澱アの　ま葡工は機椴に゜素らでて粉ミか　 し萄ン著見

一257一



　　　　　　　　　　集演講學禾キ赫…1盗

て1れつ分ひぺて峰愛に出をし之渦葡　ゼ　か　・て　つ　ま　た　居　博　へ　は　し　マ　．て　を　し

萄のら來たしのる士る澱feル研更て

愛を中澱あ壁りのカタ・マチゼたんの
は受の粉bのまマヂ1ル1とので物
るけ糊もま方すルアゼ1・ムasで小に
是ま精葡すをカ1タスが！でふごさ憂
はし帥萄゜調消1タあスあのざくり
澱てち糖是べ化ゼ：るにりでいすに

り1一スは々顔中も日れる霊一．s．一　の是
も1トつが所にの常をヂ麹蘭マエ墜
もスリて二がは1がの高ア菌峰ルン矢
っにン動三矢な翻生峰スは博トチ張
と饗で物年張いの活博タ米士11b

とてま樂調のあもて一ア粉登打ち少　，
行しすkべ弧りあ浩緒ミを見碑マ1し
きまがとていまつ化にラ砂にきル小
まふジ通間有すた捌取1糖なまタさ
す゜キ遇逮力゜方と出ぎ而りし1く
゜毒蔦霧重裟1暑論鷲罫
　しりとゐマで合必タ來萄たを冨た
　てン云なル前が要力た糖タニ8方
　又はふい〃の宜欲ヂマに力分がが
　マヂこも1イいくアル憂ヂ子必宜
　ルアとのゼンとベストヘアのすい
　eスにでがパ曇かタ1るス葡あだ
　1タなああ1ふら1スカタ萄るら
　ゼ1りりるタござゼをが1糖だう
　のゼままと1とると更あゼにらと
　作UPすすXゼをも命va　b，は愛う思
　用ち゜°ふの考の名葡　 i麹へとひ
　をア　さご例へにし萄帥かる恩ま
　　　　　　＿＿＿25s一



はいつの申繊に精りす少｛・二理行様

羅毒難1維1糞纏縁器ξ奢
あ薄まとた　しる1血の部りいとすに
るいす云や1たが液申P或た云るi還
のアがふう　 ゜故のの葡は所ふと元
　　らでル八のに　今に申み萄脂のもど糖　　　　ロあカ1は不　度斯にな糖肪糖のうは
りリーど溶　はう1血らとに分がな勿
まに三れ解　不云糖すiかすを破る識
し依％位性　 溶ふ凱p欝1果る再れか藤
双つあ桑炭　解結ちの糖゜び穀と糖

　　　　　　　　　　　　　　らけなあ申物　化たがのふ我てと血精
奮埼茎簿霧霧雲薯窪婆謎膿署警慧
出の　す　る　る　．　では　と　も・性調かか　中　葡

來不’°か所　あな云なの引ぢらに萄
て溶セとの　るいふいもた｛外アは糖
居解ルXセ　所かこのの肌にナ糖と
る性ロふル　のとどでがに沈ボ分果
もの1とロ　粗思にあ少依「澱リが糖
の淡ズ固1　繊ぴなりしり1さズ非と
は水と形ズ　、維まつまもまf‘せム常か
綿化去物即　に一llて需なす1て巴口にに

まあはに素　す炭が襯調㎡゜のつて
　　　’　　　　　　o　　　　 ，　　　　　　　　　　　L　　　　　し

すり水是か　　水或業べ液さ作て∬凪．
°まにはら　　化は試てのう用來液
撃％簿書蜘霧饗霧薯2i茎響多＄
　　　　　　　　　　　t
　　　　　　－－259縞一

　　　　　　　　　　　　z
　　　　　　　　　　　　ノ、
　　　　　　　　　　　ノf
學化桑．Pt　　　　　レ
植け熟て　　 はののうは1グはくに
黎歌劣磐書5・裡譲響£鶉藍農奮葵蓼
中い・°先粗まがにり繍1しとつい
に薄依こ程　ひ不依まがゲて生てふ



　　　　　　　　　　集演講畢科綿銀

魏あ張も其嫉管葉・が膜膜りに來坐
れ・り靱の骨恰に瓜1なをを1ま細て・
た・ま性は酪も威とズけtff持す胞居う
ら’ ｷを桑と高つ武はれへつカ1膜菟で

は　雨　な　な「料骨　分　大細　な　ロ　胞　ロ　つ　ど　も

斯にももに酪と事胞h1は1て三リ
う謝のの此とかな膜從ズ膜ズ居・・グ
云すでにセ血水もをつが．がか免ふ＝
ふるあなル管分の成てななら　やン
も所りつ・とをでし植るい幽細うk
ののまて1を蓮桑て物のけ來胞な＝
が抵す居ズーぶの居がでれて膜形ふ
あ抗゜るが緒通葉る出あど居をにも
る力此゜なrc路のの來つも．るueなの
かが繊そつしに骨みなて植のるつを
ら大維れてたな儲ない非物でのて除
でにのか居やつにら゜常のあにあい
あな含らるうてな亥そに細りはるて
るつ量又のな居つ葉れ璽胞ま此かし
・ての是で役るて脈か要tc需外圭ま
所來多は．あ目゜居をらなは　 に云へ
でるいfk　bを桑る形桑も細植ガふば

桑葉靱申かてになてICあk細‘）’　ICt分
にが性しら居於ら居於りas胞ン先此

てすにた・で葉葉でし　のふでし゜
はになや1あ脹朕あてセがもフま1
　　　　　　＿260一



學　化　桑’1、

まるりて暫なな云け化常なの　要さ
すこま死くN，・，つふなせrchで今な2
。とすぬは所てこvしら扱即あ迄の試
此で゜の生の居と直れぴちりのでふ
腸あ秘でき澱るか接なに消ま研あや
壁り結あで粉゜とのいく化％究りう
δまをり居と其云榮かいし　にまに

X滞云之げと致ζは榮嶢一と此　も
ふすふかれかし凡な養いmeか物　の
itるeらど蛋まていのて是紙は　で
ととと考も臼し草け便もはと動　 あ

が云はヘー質て食れ値食水か物　灸
輩き考芒調鍛購駐駝犠蓋
にと云て位ふ僕に聞いい溶なつ　に
大はふ繊でやは於接主もけやて　取
事腸と維大う兎きの・・のなうは　つ
なのとが抵なをま榮ふで］）．な殆　で
こ中かな死も引し養こあ薄種ん　は
とにといんのきてueとりい類ど　ど
で於云とででまは値にま酸の消　

う

あてふ秘し調す繊がなJlやも化　か
b蠕と結ま合カミ維ある笑薄のせ　k
ま動食をひ致兎とるの聲いでら　Ut
しがつ起ましの云ので起アあれ　ふ
て行たすすまやふであゑルリな　と1
蠕は食と゜しうもあり゜カまい　獄
動れ物云而たなのりま從リし生　に
あながふし濃草がますっに雪as　取

故云出が抵料物にとう化けたと　
し

にふな言はをに璽云速せなつにて
浩こいへ秘與繊要ふ断らいてな　も
食とでる結へ維なのしれも實つ　繊
管で停のをまをCtはてなのにて　維
にあ滞で起す含とどは）1nflな居　 は

於りすあしと．まにうい消非らる　重
　　　　　　　一261－一



　　　　　　　　　　集演講學科綜謙

大起す此とてす質ましクくい振止け
關・りるの云來゜がしてテなこにまる
係まや漕ふ亀第腸て居リ給となつ食
がしう化こさ一壁秘れア　 はつた物
あて’な管とう秘か結ばが何排てらの
診食場のは云結らし宜働故泄來i新薪
ま慾合蠕非ふし並L疫Vbいな物るし陳
すもが動常もて液揚けてらがとい代
゜進あをにのしの合れ色ば外凡も謝
殊むっ起必でま中はど々そにての？・
にしたす要あふに能もなれ禺の奄行
草頭な刺なりと這く腸腐はな生這は
食のら戟とま頭入熱壁敗要陵活入れ
動働ば物とすがつがか物ら此作らる
物き読にで゜悪て出ら質ぬの用なの
にも菓緻あでく行苑血がも排とくで
＃：よ類維教あなつり管出の泄云なあ
必くのが殊りるてすの來で物ふるり
要なやなにま揖寮る中覧あなもかま
がつうる草すからのに屍りるの皇需
あてなの食か物だで這毒まもは渦
る衆織で動らを全あ入としの非審古
慧る維あ物しや髄りる云ては常休い
も　゜のりはてるにまとふ要出に華も
草斯含ま此此の悪す疾有らた嚢もの
食く量す蠕食に結が病毒ぬ方へうが
動織の　゜動物大果浴を物もがてen去
物維多でとの儀をれ來がの宜來がつ
でといあ云新に及はす出がいる食てあ云もりふ隙なぼ腸゜來腸湛゜へWr
りふのまも代つすの人覧のつそなし
まもをすの謝てこ壁聞そ申迄れくv・
しの食かがを頭とにのれにもかなも
てはへら必行のに出楊が止淺らりの
獄蠕ぱ我要は働な來合出まつもまが
は動宜kでせきるたは來つてう庵逡
tilをしはあるがの厨さてて居・一一一入
齢起いi若り爲悪でのうも居るつ食教
頃す便しまにくあ悪でそるのい慾蠕
のの通秘す蠕なりいあつとはけが動
批にも結が動つま物りとバよな不が
　　　　■
　　　　　　←＿－262　一



學　化　桑　激

葉つのす　必りりた獲『云目帥も箪
肉にで゜是要立ま桑育そふにち繊期
が分あ之はとつすでをれも死澤維に
付けりを論すの゜あすかのん山がな
V、るま一理るで即りるらはで食澤り
て゜ ｷ寸で゜あちま爲斯直し物山ま
居帥゜申あ故り健しにう接まを出す
るちそしbにま全鷹は云の庵食來と
所指れまま難すな萎繊ふ榮そふて随
のでは、すすの゜る縮維論養れ所便分
葉成翻とが健EP桑病が法儂での通桑
脈るにど健康ちのに必も値五鷲をを
がた斯ち際な蝦葉な要成は日によ食
残けうらはるのにつなりな病繊くふ
る葉云のど爲健はたの立いと維すの、
°脈ふ學うに全繊桑で2けかのるで
斯をや校ではな維はあ是れ七少様あ
う避うであ繊るが繊りは，ど臼いにり
云けな高る維爲必維ま論も病桑なま
＄、て飼橋かをに要がす理間とのりす
檬葉育清と必はな少゜で接か葉天曙
に肉法七云要健の込繊攻に云を然其
葉のを氏ふと全で健維め榮ふやの五
を部やがとすなあ全のて養もる理齢
二分つ斯蜜るるりな獲行便のζ法頃・
分をてう際と桑まる蓬く値が糞がに
し切見云ののをす桑ののがあ詰う春
まりたふ例結要゜の悪でありりま獄
し取桑やi澄論しさ藥いあるまとくの
てるのうにに薬うの桑りとすな行場
一“”ざ葉なも到のす中とま言゜っは合
つうを面乏達健るに云すへでてれに
のす取白しす全とはふがるあ大るは　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　o麗るつV、くるな斯繊も桑のり抵　丁
のとて實なのるう維ののでま五若度
　　　　　　　　　　　　　　　　f慧後來験いで爲云がは葉あす日し桑，、
ににてをのあにふ多病がりかm五の1
甥はそやでりは論V・i氣健まらと齢葉1
し幾れらあま繊法のに全充繊か頃の
てらをれ）｝す維がでなな　維七の中
はかこ二たまOを成あつる　 と日鷲に

　　　　　　一一263一



集演講學科綜欝

不すををまら　ま皆食そ高徒さあ葉活゜食澤ししそす食はれ橋らうり肉
澄産ふ山て飼れOつせかさにしまば
　　　　　らに卵や食もとか　てまらん大てすかなさうは署云ら　 しし3ζはき繭゜り
つせにせめふま　まて一種いのさを
てるなる垂のだ　さ箕般繭te形うや
蛾時覧方のは其　繊食慧育大がす灸
もに其法や給例　維は兇にで齊るそ
矢は結にう桑謹　のせにはあ一とれ
張す果なな量を　不る謝五つな葉か
りぐはるもを翠　足方し齢てる脈ら
不産宜のの普げ　を法ま期不も匝他
活卵いで迄通ま　補はしに齊ののの
澄すのあも量す　っ何て於でを方匿
にるでり控よと　てでもてあ得がの
な゜あまへb吾　やも濾葉るた病獄
つ之り需乾減か　るな當脈゜°SCに
てにま　之すら　といのを印之がは“謝1；xe牟の種　云翻硬食ちに少ec
つし　はかで犀　ふにいは不甥い脈迄て鎧簸らあ獄　 と少葉す揃し紺ば
も｛多晃えしり種　 とし硬こひて繭か
の量のて飼ま製　が給葉とで葉獄り
ろの蓮來です造　有桑がのあ肉数を
鵬禦鷲塔窪梨馨管塙2讐蓼Σ
し量活らま桑示　あ少れだ實どい゜
てを澄しす量ら　るななと用う繭さ
居與にて゜をし　とくい云的かはう
つへな仕是少飼　ます場ふのと小云
てたつ方はくと　ふる合と債云さふ
卵時てなどし云　 1とにと値ふい試
をに蛾しうまふ　 と葉はをがにけ験
生はもにかしこ　 を脈葉読少病れを
ま螢活葉とてと　設で脈いい獄どや
な晃燈脈云眠を　Vbも及て゜がもら
　　　　　　　　　　塗のにとふ期や　 て葉び居そ多締れ
　蓮なかとにる　居柄葉られV・つた
そ動り葉繊際』　らで柄れか繭との
れがま柄維しか　れもを発らは嗣で
　　　　　　一264　・一＿
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學　化　桑　銀

ら1がて／礎構之通いの遇　の小方鯉で
宜却も桑育で麗か約琿そ方いのをあ
V‘1てexをつ試のら4・多れがけecやb
Q宜は生て験給で量量かよれをつま

釧でるい死つの　るうも　堅すもら
ま1あ゜°なて約宇゜云嘗　 くるうし
すり而さな見二分其ふて　緊方Ptて
oまもうV、デヒイ音に全風獄　 り。法つ糸璽

　す健しのの章近給にの　健をの験
　゜全てみで丁い桑三飼　全講方の
　ぞに繭なあ度か量麗育　でず法あ　れ「飼はらり二らがを試　あhとる
　は1へ小すま『倍小丁設験　　つ　　致種
　繊るさ却すに量度けの　て是し屋
　維1といてがは匠普て方　逮もまは
　と1云け健獄な普遇試法　 動繊し適1
　云1ふれ全はら通匝験に　 が維て當
　凶Uどで小な匝のを斯　　活をにな
　億とも病量いは牛やう　澄澤桑硬
　騰が締鷲匠の普分り云　　に山の〉・
　に1冒つがでは通にまふ　な與芯桑
　闘　へ　た　少　も　眠　の　な　し　方　　　教　へ　を　が

　係るもV・差期飼ら左法　巣る止得
　の〔憲の壷支及育な小を　　は方めら
　blをが慾へ上標い量や　　小法まれ
　蕩嘆讐塞3播婁窪聾婁違霧を験
　の1にれでのがの眠Xe　れり摘や
　8（tt！勇芋蓼導翌2；宗ξ享肇｛
　を（る期て゜違多上はあ　種゜や揚
　多のく康小ふ量籏普り　を繊h合
　量　に　給　賑　量　か　置　が　通　ま　　　採　維　　　に

　には藁迄置らと一のす　るをさは1
供

給

す

る

か

小量もでで去齊飼゜　場やう今
量を1食もあふに育小　合るしり，
匿少ひ難りの行標量　にとてか
のく／殆はまはか準暉　 は蝦下ら
方しど結兎普な量普　 此はのし
　　　　一一265一



　　　　　　　　　　集演講學科緯慧

分うなれ果て方與ふ桑鵬れいる、カこれ
窓与謡奮窪量＄芝塞暴癖奮皇難書奮
庇全をもつQ通を種いか斯ふの私樹
上芽やうて其ge一硬桑葉何うこ多よ繊
XUロら一居讃に葉でをか云といく維
のちれつる蝶較匝あ以にふに桑はと
方Wrた是゜にぺとりてなやなを知健
は梢゜は　はてしま又りうりやり康
軟を紫本　そ産たし9一まなまるまと
挨警量馨豪鍵窮盃婁髪禦「1］糸叢編
らて千卒　 らがあ齢小’カ1あ之らが係
肇餐孝董肇a茎窩莞蓋茎轟奄瞥藷
匝し故田　來・のす日等で劣康硬獄す
ギて良口　允で゜位に清　 をくでる
葉乏鼠富　所あさ前付野是設な斐例
のを返五　のりうにて國は明覧常誰
方上夫郎　蟻まし芯三治嘗す病にと
最皐蓉柴窩庵盃笠鯖柴義h祭禦讐
い分i樂編　方そ齢め試試島　出にま
かと桑島　をれ中ま験験の　なくし昌
ら下髭縣　秤かだししを國　給いで
硬の五原　つらけてたや立　　麓は
葉牛種ノ　fe卵試下゜ら鍵　病で赤
麗分の町　所粒験葉其れ業　氣あ熟
にに桑の　がはしを使た試　がる主
な分を縣　9t：小た厚ひの験　　出さX
りけ以立　　重さのくまで揚　　なうふ
まるて農　量いで致しあ支　V・で獄
す゜一墨　がけあしたり蜴　とすが
゜即齢校　大れりま桑ま是　云力iあ
試ちかで　でどましはすは　ふ之る
験上ら斯　あもす雪岡゜な　 ごにの
し葉試う　る身が五部小く　と硬で
たと験i表　とが硬齢河幡な　 はいあ
結下しふ　云充葉の原とつ　飼桑り
　　　　　　＿266－一一



學　化　桑　餓

の　 ひ氏便是　 こ綜研きなMさか果
通爾たが値はそと長究さVb前さらは
り氏い調がホれはがしはがにうだど
でのの査あ當か詰短な大軟病にがう
あ結でしるにらり喚け差葉慧思小な
る果あたか食先緻されが匿がへさつ
Oにり詳を’ふ程維うばなは澤｝まくて
　讐享t璽雲奮蓼寮溶t’3騎出裏奮曇
　と゜もるあし量やな併に魚併゜か
　棄　の必り飼にういし悪而しそと　脈　が要まを與な゜僕くも五れ言
　漿　あがすやへ結そはな潟齢かぴ
　塞ゑ蒙’莚皇謬藍書h禁｛皇享
　柄　 是゜る場がなら軟そ…多つ齢と．
　葉　　は之と合宜つ軟葉れV・てを軟　身　　　　　同　　に　　葉　　va　　v、　「ご　　葉　　ue　　カ、　　o　來　　通　　葉

　の　窓付脈圏葉とゐ匠のらそるじ匠
　量殿　 會きと服云るは方繭れとまは
　粉　雑まか葉ふ゜繭がをか病し四
　倒　誌し葉柄こさの大造ら懲て齢
　rn　にて柄をとう形きら一が軟迄
　露　もはと食にすがくせ日澤葉は
　9　出庇かふなる稽なた絶山匠xe
　歪患覆蚕芸塾姦嚢＄響讐暴募9，
　器　るにもふす葉くらにせてがら
　及　筈於のこ゜匿しう軟た來経だ
　螢　でてはと　がてと葉場ゑ逆が
　養あ須飼を宜爾思匠合が大　比　 り田料冒　 琉端ひとにそ早き
　￥季垂乞窪蘂難穿肇綾蒙韓盗
　蓬　か山ての　WS・…iカ1置葉いXU齢
　畜　ら本はで　がも是と麗けがに
　巽禦奏詫雪蜜象繁涯呈肇書奮
　ね　ロ

　O　．讃郎位ま　と多う繭程上かと
　は　をの螢す　云く少ので籏ら鎧
　次　願雨養力；　ふ且し大も一宜の
　　　　　　＿一一267ny



纂演講學科継獄

り起　否る葉こ螢ふい科
慧一そ牛柄の養こ飼緑帥　　、
も般のやが皐比と料甥ち葉葉葉i購
硬に保馬大果はにのに桑く硬健の部か何な場相藁
し葉上食分られつ合當各
て育必物を見もてに」部叛を要に占て四居は葉分身柄肉脈
がやでなめ葉以り螢脈の
少るあるて脈下螢養及澱
いとる位居との養比葉粉
叢簸゜でるか藪比が柄債
兇見　あ獄葉をの二はは
の健　　る室柄示狭1萱蒙　　’　一
蓮康　かかは鞍い四科畜恭芋Q事
動と　らら家蛋方の線飼八五五一澱
灘勲灘叢嚢翻し〒〒〒粉
で病　動來飼に白は相甥　　一　慣
あ獄　物る料冨質狭當に4し畢：る％
るを　た獲とんにいし比五一八〇
°生　る桑しでes　9てぺ三八九〇
繭ぜ　慧をて居ん蓉居て
形す　が牛上るでqる遜　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
整欝1　食や等こ居｝と　 色

一形　つ馬のとる云叉が
に病　 てがもにごひごたな
しせ　も喜のなと八桑い丁亭マ串てて　差んでりに1葉゜三四四五警
租細　 支であ董な…“各そ八九ニー一
小嚢　ひ食る科つ二部うlll｛養なも　なべ゜緑ての分しマ写∵畢
る緊’いるそ甥居とのて九四七二比
もま　　課゜のreるき螢葉三九四九
繁り　で斯識相゜は養肉
ま且　あく櫨當桑廣比及
りつ　 る高にし葉VOは葉
繭光　 笑等はて各ヨ．可身
贋・澤　 聾質動葉居部岳なは
のあ　起物脈る分とり禾厚）｝　るた及゜の云狭本
　t　　　　　　）

　　　　　　－268　一



墨　化　桑層綴

素ててあが後て　　　兇　で給穴遜
と居届る次、に之次6．今は要あ桑種が
云るるか分はを分　度葉すり回に少
意詮諺磐皇友箋獲霞響邊
のに申しでなまふ分の葉硬　減るも
は鷺しまあいすも　六柄葉　 すと活
極素ますり所eの　成を育　る死濃

・で硫百va淺凡植　最が繊　飴とに

てま酸には炭えを　もか給　ぜれ9
もす酸八無素て燃　のら與　ざて卵

云も化％とな有た　ま理健　兇そな

　所達も位り燃物　　　育　との等
　に等の無まえ質　　　　の　が桑で
　依かか機すてを　　　揚　遅を硬
　るらら成゜し草乞　　　　合　 い給’葉

　と出出分そまか　　　 も　か與を
　鞭來來がれe・：せ　　　es　らし風
　　　　　　　一一269一騙岨



　　　　　　　　　　集演講學科綜鱗
　　　　　　サのり血例と爲はがは研なオ居液化
生ま球へ云に生存蛋究つスるの合之
物すそばふは理在白でてフも申髄等
をがれ下もど的し質は居アのにをの　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ら

取酵か等のう食ての葉るチS溶な無
つ母〆ら動はし壁居成線の1例けし機
てと植物純て水る分素でドをてて成
來云物で弊もととにのあの言存組分
置ふのあな鷹稻云な中り域へ在織は
その揚る水分しふるにま分ぱしを桑
れは合所帥がてこ゜はしに燐て遭の
を生にのち其蟹とそ苦てなで滲つ葉i
純物はア蒸細者は’れ土蓬つあ透ての
粋で酵メ溜胞の細かがはてり1璽居巾
の酵畏1水液方胞ら四葉居まのるに蒸素是バのとでの滲査線るす調二は
溜とは1中か用存透パ素゜が節部如
水瞬酵とに或、ゐ在1藤1　のぞ先に分何
のふ素かははらにのセ研れ程關はな
中のと或瞬」血れ必調ソ究か中係鞭る
には間は時液て要節1・のらしを類形
入生違滴もの居なと程大vましの態
れ物へ最生中るこ云あ家グして形を
るでて類存に細とふるウネた居にな
とははのし適胞でこ゜イシやるなし
すないやて量があとそルユうのつて
ぐいけう居に細りをれス1にでて居　　死とまなる溶胞ま申かテム＝あ居る
んかせ翠こ在とししらッ即anりるか
でバぬ細とすしてま硫タ：苦1ま゜と
　　レしクよ胞はるて0し黄1土クすさ言
ま言1繍暴難秀艦蝶霧鴛
　　　　　　　　ロ　　　　　 　　　　　　　

ロ

まヤ違物ながた至細加没緑プ機てす　　　　　　　　　　ふま％＄⊇涯£鴬餐9tl疑書ll・誇二砦難k
　　　　　ロ血う困高で一で％のかと中イ艦の部
球なる等あ腸存の中云云のleを方分
な照の動り生府食にふふ成3ζなはは
ど細で物ま物す盤盤も人分はし細有
を胞あの兎腿る水分ののにフで胞機
　　　　　　一270　一．．＿一■



學　化　桑　獄

植葉線そあ盤すの中に外物れ爲の純
物は素れる類と中の依にをでに中粋艦いのか゜と心に∬旺つ於生あ生にの
申つ形ら　そな臓水液てけかb　理存水『
に迄成鐵れつのをが出るしま的在に
於もを燐かて鼓注減血港てすのし入
て白助並ら細動射るをi凌置か干てれ
生いけに其胞がすかす堅くら衡居た
理色る石外液止るらるが爲生がるり
作をも灰苦のまの心と拳に理破所す
用保のの土申らで臓か均は的れのる
のつで三は或なあの或す蒸食る箆と
結てあつ燐はいり運はる溜盤さ分圓
果居るの酸血かま動非か水水うのい　　じ出り之もの液らすが常らのとすや形
來ま等の蓮のしが止な細代云るうが
るしのは搬中て水ま下胞りふとな直
所ても葉にに命でつ痢はにも攣もに
の植の緑關溶をはてを死生のなの他
有物が素係けつ毒し起な理が形がの
機はなのしてなでましな的あに膜不
酸成か形甲細ぐあふてい食るなを規を長つ成の胞こり　゜血犬盤のり通則
中し允に部のとまそ液間水でまじな
和なな關分内がすれががのあして形
すいら係か外出かが減怪申りて蒸歌
る夫ばがらに二來ら爲る我にま結溜に
作か葉あ乙於る生にとを入す局水憂　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　く）用ら緑るのけ　理讐かしれ　 細のは
が石素゜部るさ的者とててさ胞中つ
あ次は成分滲う食は云出置うのにて　，る加出分へ透云盤鷹ふ血く云死溶しO里來で燐歴ふ水急やをぞふとけま
そ曹なは酸のやをのうすうや云出ふ
れ蓬いなを調う入手なるすうふし゜
かの從い蓮節にれ段揚とるなtて其
ら様づけ搬を無ると合かと箪と行の
石なてれしや機さしに或細細にく繹　　　　　　　　　　　　　　　次も植どてる成うて血は胞胞なそは
及の物も行の分し血管出ののるれ細
慶はの葉くではま管の産内生そが胞　　　　●
　　　　　　－271一一



　　　　　　　　　　　　集演講學科縣慧
　　躰楚りとと理　　カミに材源ま　關素
　　とはま炭蛋的鼓7此關料にすで係で
　　去動需水白意で’項係になか之があ
　　ふ物　化質義特桑のすなるら等あり
　　も化外合ととにi葉結るる゜しのるま
　　の撃に物可云桑の論の浅さて桑゜す
　　がにもと溶ふ葉二とではう水葉澱が
．　な於うそ炭もの大しあ其しに中粉盤
　　いて一れ水の二養てb血て溶のが素
　　のきつか化X大分次ま液鷲け無甲は
　　6’まヅら合結養　のすの腿て機の桑
　　あつ6も物論分　 こ゜ ?ﾌ嶽成方の
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　霧建鳶馨塞なt・i　萱講磐馨藝霧
　茎鰭盗窟昼至霊　享篤誉霧脅楚
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る繊日迄ふ輩重つ二に第分て9桑つ
と維が減1と可をた一水々中行第をた
云も約少蛋溶増今％分kにつ六探結
ふ矢一す白炭すもののに水たq集果
の張三る質水と申も減減分の第致で
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集演識學科綜鑑

が植　 大生塞立るとの炭質調高’
日の栽に産聞木のが桑水のi査刈
光揚増な量をでで言は化此での
の合法るが占ああへ水合二あ方
透とは゜多めりりる分物つりが
通を仕そいてまま゜ととのま根
が比立れ゜居すす即蛋繊もす刈
宜鮫方か就る　゜°ち白維のがよ
Vbしのら中が高理化質此は同り
かまみ繊炭故・刈論學は三高結も
らすな維水にと上成乏つ刈果繊
でとらが化日か高分しの申に維
あ疎す増合光喬刈かいも刈なが
る植疎し物の木よらけの根つ多
゜の植てと透のり云れは刈てい
　　　　　　　　　　　L　　　　　o同方密i來繊通よもつど高の居
じが植る維がくもでも刈順る中根桑とかの宜熟つも固plSに゜刈
刈の云ら蓄いすと成形刈増ではで成ふし積゜る成熟物橿し斯そ
も熟こてが從の熟度と刈てうの
疎のと硬宜つはのが可の行云中
植度もくいて先度M溶順くふ間の合桑k　°同程合番炭にのetc
方がのる從化申が宜水減でと位
が宜成節て作し化い化少あがす
密い熟ち内用ま嬰の合しり言る植のに弧容がし上は物てまへ゜
よで關靱が盛たか高と行する第　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　oりあ係性充んやら刈繊く　の七
　　　　　　　　　　oもりがが實にう武で維　之で表
よまあ大し行につあに隈にあは　　　　　　らくするにては根℃る常刈反り魯
熟゜Uな居れ刈もとんにしま桑
すご疎るるま等宜云で較てす第るれ植゜eliしにいふ居ぺ固゜八
゜はの　ちて較のとるま形水表
　　　　　　是疎場　面固べはととし物分は
は植合　積形て喬が量てとと鼠
調のと　璽物廣木言ふ高可蛋返
査方密　　がのV・及へこ．刈溶白の

粗可
溶
炭

繊水
化
合

維物

九〇
四八
八四

九〇
の　　■

三五
八一

九九

三八
二〇
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學　化　桑　懲

にしら鮮くれで製はれ葉大は　間は
はま朝のてども造獄どは抵あそをな
死し・鮮喬葉も束笏ミのも葉五るれ廣Y．
卵てで木が葉北も形よ肉乃のかくが
のi喬桑恰肉地共のくが至でらす理
tい木は’もが方に徒締厚八あ今るの
となの強柿厚や之につく米り慶Z當
を廓桑靱のい朝を大と内paまはと然
一1］ちを性葉と鮮好きゑ容方す喬はで
い死以もの云vaまい　がにカミ木桑あ
k卵て面檬ふはなmaさよ一外のをり
をが獄積でこ喬い大うく本圏例成ま
云少を重あと木となし充位に≧熟需
ふい飼もるにの云のて實植多ffさ
゜° ﾂi共゜な桑ふは懸しゑいひ・せ故
覧馨署昊哲婁奮2箆寮恵h馨婁募暴
奮弩黎£讐唇｝｛覆螢h幕雪蕃替輩
喬實らる云まあつ罹好そ木ま木な茂
木入ecとふするてりでれの需主駕し
のっ種云も゜の居易あで桑　as　過
桑て製ふの朝でるいる獄に伊ふ　ぎ
はゐueこは鮮あ゜もとを付太の　て
内なをと厚でり是の…tt飼て利は　未
地い行がいはまはでふひのと日　熟
でのふ想も葉す外あこま翻か本　 に

結宅毒禦2．霧器勢茎き｛蒙嵩擦碧
形V・が付あは木揚しあ獄あ西り　虞
響奎毒6塾雀暴禽暴h諺B暴毯奮
可言にですいは話震伊やでは無　

る

なひ宜あ゜け葉で家太繭あ皆い　
と

りまいり之れのあも利のり喬こ　
き

あす種まをど形りそと形ま木と　に
るががす見もがまれかがすでも　間
゜慧よ゜ま葉小すか佛小粧あな　 引

是のくそし肉さ餐ら蘭さ其りh　
V、

は場充れてがい日獄西V・桑ま少　て
米e實か朝厚け本種でけの兎し　株
　　　　　　一一283一



　　　　　　　　　鍋演講學科懸翼’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一囎一＿

　　料　果葉はて秋大實いてふ見澤
土鼠で兎で形小熟田き入か古の上藩
質　葉にあをさす式いが是梢でげ圭
と土が角つ美いる喬け遅はをある上云質厚高たにけ゜木れv・其残りや，杉
ふとく刈がしれ熟はどそ地すまう鷹ものて喬：伐嫁どし種もれ方゜しな山
の關折4蔵葉もた桑充かのepて大公
と係る立と量よ時よ實ら纏ちLLi木の
作　e木秋をくにりし獄験立形が時
物との翻多充はもても家通のあ代
と　が桑期く實色綜居繭のし方る㌔に
は　出は摘すしが桑なも話では゜養
大　 來成葉るて赤にい共であ扱そi腰i攣　 る熟の爲居く適とにあり桑れを
な　様が爲にζなす云大りまでか奨
關　な良に山どるるふきますあら働
係桑い樹形う老゜ごいす゜つ秋し
が　が゜勢式しれ山とけが之て田て
あ　賞是嚢扱てか形にれ秋に桑に喬
る　用古へ桑もら式など田謝をも木゜　せ來産を是i羅のつも式し牧あの
そ　ら獄葉改はと‘方て病喬て獲る桑
れ　 れ種量良種かは居毒木秋す斯を
は　 る製覧しi桑繭葉るがは田るが植
9　　斯造近てにはの　゜多葉のの山ゑ
は　以用頃刈適共形故いの方に形さ
な　で桑減桑すにはに゜形は扱のし
く　あとじとる小小獄そが刈く喬た
て　 るしたしとささ極れ大桑の木の　　a　　　　　　　　nt￥1　　てさたXいV・製かきででとが
分　　喬う物ふけけ造らくああ秋淺つ　　　　　．木　で　費　芝　れ　れ　に　鷲　て　り　る　田　つ

て　　のああにどどはの美ま゜のて
居　　立るつなもも不種しす葉喬居る　　通゜てる締早適をい゜や木る
と　　 し　 初oつく當探oどi新とQ
と　而め秋て赤でるけち梢は實
で　　も　は田居くあとれらを多際
あ　　無　好式筍なつ卵どが扱少高
b　　肥　 結は種つてはも宜い違い　　　　　　　　　｝
　　　　　　－234＿＿



學　化　桑　鎧

九一二
六六八

五六六
八五七

七六六
〇九八
％％％

入り類第　起やての出ま
れまが九先ゑつ來は卒す
ますあ表づ　゜てな土そカミ
し゜りは土　居いのれ作
て直ま鼠質　るや鍵が物

　，　ぞ径す返が　 人う形桑と
　　れ三がと桑，になでの去
　第に尺義云葉　 製良あ葉ふ
　九鼠深々ふの　綜いりにも
　x姿畠髭藩鑑存轟享峯窪
　　植尺三付的　 やを゜た土
　土ゑのつて性　 つ製だり壌
　質ま土を我質　　た造か鷲の
　1・し管や々に　 らすらに攣
　強工につがど　宜る土な形
　靱舞全藷寒芸ご譲餐蔓禦
　性かででたふ　思土くりあ
　及経以あのや　つ壌な繭り
　面」＆てりでう　　てのv・にま
　積し調まあ、に　居研とな兎

　　査し人王か　 ぜな出種ら
　　した工擾と　れけ架に成
　　た土では云　はれなな分
　　の壌以礫ふ　　短ばVヒつが
　　で礫て土こ　　見い故た吸

あ土調砂と　 El］けにり牧
り拶合土を　 旦な米すせ
ま土し壌第　 嵐い國るら
す堤ま、lt一　賢゜か゜れ
゜土し庇に　 鼠製ら生ま
探此た外申　で懸抗練し
牧の土にし　 あ畢議とてモ
の三壌色ま　るなを云作
時種で々す　爽ど去ふ物
妻錫をあ震重゜　 厘峯をつもカ1
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集演羅學科綜懸．

粗可粗固 固水i新
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@業蛋物　化白百
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　鉢　 帥は積には
　の今ち中璽減春
　申度礫間の少慮
　には土に方し：fil
　栽化の位はて齢
　増學方し礫屠牛
　し的がて土るに
第　％成最居ののな
十桑分もゑ揚でっ
X霧毅そ曾属
　り合熟れ一まる土まはすを六すu
質すどる逆七゜強
ト　oうとにカミ醗艮靱
葉印で云嘗壌靱性

返砂とに二靱合は重
大土云な性に礫が
正壌ふる及は土ど七土ζ゜び・・：・一のう

奮無豪呈羅棄馨蒙
　増矢は重而にカミ
　し張物はしは此
　たり理壌て三二
　鼠同的土砂二っ
　i返じ性砂土八の
　に桑質土の壌も
　就での礫揚土の
　てあ話土合のは
　大りでのは揚礫
　正まあ順強合実
　七すりに靱に砂
　年゜ま増性は＃
　大同すし及二慶
　正じ゜て面九土
　八植　　行積六の
　年木　～m面順
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學　化　桑　織

一行のく二於の
％くもそ％て爾
壌礫のれ幾新a年
土土がから鮮度
はが壌らか物に
一一 O土固増百於
〇九の形し分て
％％場物て中春
で壌合百行水慧
あニヒに分く、分五
るはは中固は齢
゜三二の形礫牛
之二八蛋物実ぱ
は％％白は砂に
大壌斯質ど土探　　　り　　　　　　　
正土う之う壌集
七の云はで土し
年方ふ礫あの分
のが風土る順訴調　　減　　に　　砂　　力、　　に　　を

査つ増土とはや
でてし壌云増つ
す居て土ふした
がる行のにての
雍゜く順其行で
　　ほ十粗之に反くあ
一繊に増謝゜り
衷維反しに礫ま
大もして礫土兎
正さて行土が
八う可く砂六第
年で溶礫土雰＋
のあk土壌六豪
調り水の土七大
査ま化揚σ％正
もし合合順竣七
同て物にに土年
じ礫は約減がの
｝土減二つ六調
でがつ五て七i査
あ一て％行五に
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集演講學科綿翻

がでや早も肥雨のこと熱す上に可り
早凶るく熟作が流とががカミ壌位溶ま
く作1な熟さ用降涌に早小礫土し炭亥
高にどさながつがなくで土よて水之
まなNさい早た宜つ一熟申り居化か
るる云うしくらして般にのもる合ら
需是ふとか行直い居によ礫更゜物考
もはヒ思しはにかる走つとに帥とヘ　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　ロ
脆東とへ肥れ肥らそりて云域ち繊ま
肥北はば料ま料早れ物温ふ熟成維し
作地禁肥がしがくかに度も度熟にて
用方物料切てな分ら適がのが度富礫
がなではれ作く解又す早は悪はん土
よどあ早て物なす礫るく比い礫での
くにるく來がつる土早高熱誰土居桑
行よ゜なる早て6はくまがで砂るは
はくそくとくしみ肥出灸小あ土と壌
れあれな作熱まな料來故なる壌云土
　　　　　　　　　　　　ロるるでる物すふらのるにん飼土ふに
そ例はやは覧肥す分作礫で故のこ較
れで米う熱肥料礫解物土あ礫順とべ
があがにす料の土がをとり土にがま
爲りいしるが分は早走云まが減言し
にまつなや残解至いりふすよじへて作す迄けうつがつ肥物も゜くてる求
物゜もれlcで早て料との礫熟行の分
の斯熟ばな居く肥を言はとすくでと
　　　　　　　　　　　　　ら成くさいるる而料施ぴ大云る埴あ蛋
育礫なか米とものせま陽ふか土り白
が土hぬで作肥吸ばす熱も礫にま質早はさ　゜も物料牧直がにの土就すは
　　　　　　　　　サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ
く比う土さはの力に走よはのてそ少
な熱す用う生吸が分りり粘熟はうい
覧がる過で長牧弱解物て土す調しけ
そ小とぎあをカいすの地幽にる益てれ
れで霜てり績がのる作温較所が砂ど　　　　　　　　らかあが米まけ少でそ物のべ以無土も
らつ降にしていあれに高までいは固
もてつ肥て何かりは適ましあが共形
う地℃料米畔らま塞するてり理中物
nd ｷ來をを迄脱需氣るこ比ま論聞と

一2S8　一



學　化　桑　鍛

　　川　各去　婆やての　る　居し光つ
　　沿當地ふ之がう礫種斯所礫るての礫
　　岸地方もかあに土桑くが土と來透土
　　の方にのらる桑と桑礫あの云る通の
　石上於で各゜のか園土る桑ふ゜がよ
　　つ田けあ地さ域砂を捗゜はこ他宜く
　　こ地る、るのう熱土設土　牧とのし熟
　　ろ方種か秘すがのけは　葉．を桑いす
　　のの桑と桑る宜、所る壌　量示のぞる
　±種と云にといをの土　がす葉れ課　　　＿　　　　　　　　 o　　　　　　゜

　壌桑as’ふ付成　選に埴　少のががは　　　ほ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ら

　　に之ふ間て黙種ん大土　いで青爲礫
　　あはこ題御度屋で抵に　 けあいに土
　　る皆とを話ので種礫較　れり時成と　　゜様を御を良は桑土べ　 どまに熟云
　上も先話すい蛆桑及て　 もす礫のふ
　田始にする礫蝿園びi桑　良゜土凌も
　地絡述るの：｛：のを秒の　 く　のがの
　　　　　　　　　　　ロ　方御べのでや關開土成　成　方大は
　は感まがあ砂係いを熟　熟　はに地
　千じす順リニヒ上て選が　し　・もな味　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
　曲に　序まの獄居ん良　品　うるが
　川な　です所をるでい　質　赤礫碗
　沿つ．あがに早゜居かはく土碗　　　　　　じ　岸て、　り共桑くそりら　良　なので
　の居　 ま前を掃れま獄　好．　る揚あ
　礫る　すに植くはす種　で．藁合り
　土逓　 が種ゑ虹礫゜製　 あ　 のはま
　にり　種桑る蝿土鷺造　る　色桑し
　種夢　桑帥とがとく業　董　が葉て
　桑桑　のち云卵か獲者　に　赤は伶
　が桑　定歩ふを砂見は　於　 味肥物
　植園　義桑こ生土し多　て　に料の
　ゑと　はととむはた年　失　なが繁
　ら云　後云に前先もの　ふ　る切茂
　れふ　廻ふなに程の経　も　これが
　ても　 しもる丁鑓巾で験　質　 とる悪
　居の　 にの゜ �ｵあ．の　に　 はとい
．る、はしは絡まり結於熱直蔵

一一 Q80一



集演講學科綜獄

茂來多と山の桑桑昔　獲高ろtl・のし
しるい和脈麓桑をはそ高がが¢≧裾て
反種土泉のEli園作種れが少非あ野下
當桑壌砂麓ちをつ桑か多く常れ見に
bの帥岩re山、設てはらく反tcはた行
千方ちと持のけ居作も反當多太やっ
貫は砂云つ乎なるらう當胃V・郎うて
以繁礫ふてのいかなPtり貫矢山な屋＿【：茂土も行方゜とヵ〉っ三目弓艮の互障f℃
もせがのつに壌云つは百位り裾山に
探す得かて設土ふた徳貫貧礫野腹行
れ牧らら糧けだζの島乃躬ヰにのき
日葉れ毘桑てか吉で縣至な火な傾ま
本量る來桑あら野あの四1獲由つ斜す
第が庇て園る桑川Pl種va育mて城と
一少砂居をoがのま桑貫を礫居そ種
のい礫る設殊良滑す之良し土つれ桑
多が土゜けにく岸カミはくてか竃がの
牧害へそて書熟の近僕繁居ら火種産
獲野持れ居野し昔頃の茂ゑ迅山桑地
で川つがる川な藍は郷し第來次のは
あueて分謎のhを大里て五ての産砂
る岸行解阿北ど作分で居㊥居土地土
゜のつ致山のうつ出あゑ゜発壌にに
　沖てし脈亥云で來り第之　 かなな
　積樋ま・と讃ふ居るま四に千らつゑ
　地桑す云1咬虚つやす1置謝曲出て
　壌桑とふとにたうかvし川i來居そ
　土園砂も阿設所にら何火滑てるう
　にを岩の波けのなよれ山岸居゜し
　出設のはとて沖つくも次礫る例て
　來け崩地の居積顔知鼠壌土のへ川
　るて解質境る地種つ返土にでばの
　懸居物學をかの屋てのに出あ大沿
　桑る’で上なと壌は居根出家り星岸
　のJあかし云土どる刈來るま河に　方砂るらてふ冥う゜でる種す原非
　は礫礫言居と虞云徳あ綜桑th1のす
　よ土やぴる大にふ島る桑は石やん　くに砂ま讃抵は庭縣゜は牧つうば
　繁出のす阿山種には　牧獲こな山
　　　　　　＿290　一



園桑桑糸田上州信　圖四第

　s’　　　　鰯　　　　 謙

園桑桑種田上州信　圖五第



園桑桑糸村桑簸縣形山　圖六第

園桑桑種村桑竃縣形山　圖七第



架　化　桑　銀

　そ　 い且葉あ　赤にがあ日は酉賜
　れ夫゜死色るも木封設る本激の郡そ
　でか　 卵赤゜うのしけかか羅方のれ
　どら　が味と一喬山てとら巴に獄か　　　　　　　　　　　　　　　　う更　なをれっ木のあ敦種佛種桑ら　云に　い帯は山の乎るふを蘭ん’村今　　4　　　　 o　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　’

　ふ幅　　 び伊形立の　 と川酉喩之度
凸　所嵩　獄貯逮縣通襲河之しな出はは
　に縣　種殿赤にし質帳はたどし名山
　覆に　はに木於で砂の僕膏にたか形
　桑も　彊耐のけあ土砂も白於こら縣
　桑穣　識へ立るるに質行とてとしの　　　　　　　　o　園桑　悪る木種　出礫つ云徹がて話　をの　　く翻の桑　　來土てふ粒あ鑓で
　設産　簿に立は　たに見覆子りのあ
　け地　 いも通西　縣出てががま盛り
　てが　と種し田　桑來來盛蔓しんま
　ああ　稻に而川　はた掩ん延te．です
　るり　せもも郡　 出種のにしがあが　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　b　かま　 ら良無袖　來桑で出ま共る山
　とす　れし肥浦　 がはあたし種こ形　云゜　て種料村．良出りをてはと縣
　ふ幅　居はで一　く來まれ鑓此をに
　と島　る殆あ帯　反がすはの難謹も
　彼縣　が無るの　當悪が此種桑明種　腱の　昴憲゜砂　りく憂獄が村し桑
　は梁　 の無他丘　三反上i桑殆かての
　阿川　粒蛆地地　百當川村んら居産
　武地　敬害方の　貫りのかど澤る地　隈方　はでの砂　の買滑ら全山゜が
　川が　他卵桑土　牧貫岸澤滅に之あ
　沿種　地はにに　葉目の山し出はる　」＄tの　方小比産　1．位砂にたた昔゜
　　　　　　　　　　　の産’の粒べす　第の質幽．この横山
　砂地　になてる　六牧礫たとで濃形　土に　比れ小通　圏葉土冥があか縣　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら

　勘」な　ぺど葉柵　何量に麗ありらの　ち　つ　　　て・も　葉’西　　　れ　露　種　は　る’ま　し　中

　砂て　少鐵閃山　も七桑ど゜すてで
　地居　 く無厚桑　伊魍桑う其゜佛西
　にる　なくくで　達之園で時之蘭置　　　・　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　一一・一一　291＿
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集演講學科緯慧

がにそ居土が種そ第云云養　 で　 種

非第れる牛多はれ八ふふ獄そあそ桑
常二が庭島牧初か圖川虚のれりれ桑
に回爲での獲めらにがで盛かまか園
繋のにあ郡地は今示あ作んらすらが
茂秋桑リノの失度すりつな今゜今設
し獄はま浦桑敗は涌まて所度此慶け
feが千す村をし熊りす居では塵はて
爲失貫がと使た本でがる延但は騨あ　　　，　　　　　　　o　　　　　　　

’

に敗以桑かつ　 縣あ其か喜馬利馬義
朱と上が大て此のる支と式の根縣人
熱云もよ嶽種腱種縣流云に種川で家
でふ探く村をは桑桑のふ但桑のあに
あこれ出と製桑での砂と，馬こ滑り遠
つとる來か造があ方質圓のれ岸まい
たに゜る云し澤りも礫山上はのすか
゜な所゜ふて山ま中土川綜山砂がら
そっが而村居探す間にと國陰土群殆
れてどもがつれt木歩云と道と馬ん
が居う熊あ海る熊の桑ふ制今云縣ど
爲るも本IJの虞本立桑川定はふの肥に゜ ｮ縣まで多縣木園がせ兵ze種料
種此をのすあ牧はでがあら康と桑を
が虚飼嘗瑛り穫近あありれ縣に之や
登につ局此ま地頃るるまてでなはら響獲碁謬瀦；暴難奮P；凄管砦ゑ鷲鴨
　　　　　　7Cがで奨のぞがが籔閥武昔ま　縣
こあは鋤村れ種盛の木洞かす　　の
とる成にはが繭ん礫とのら゜　酷
がの績依火失育で砂稚下．盛但　村
あでがっ山敗にあ質すをん馬　と
るあ悪で次で摘り壌る流での云，

蛾りVl肥’のしすま土桑れあ八　ふ
婁享裁醤塗碁重殊霧豊k，覧窮察
つ瑛翫澤かし思熊に木る種方　種
て或が山らいっ木あで圓桑は　 桑

もる失や田例て縣るあ山は昔　の
卵年敗っ來は種の゜つ川どか　薩
を桑殊てて宇撞i欝　 て1とうら　地
　　　●
　　　　　　－292－一



圖八第

画九第



畢　化　桑、　獄

方すにに業るく吹限れの　園園桑少の゜ X禺地゜なきりて海そをは桑し
人さいすに此つ飛白牛波れ設山園N
もうととな地たばい島がかけのとか
やし言壽Fつ方りさ砂に二洗らる傾し生
りてふ判てはしれでなつもや斜てま
H4既のが居全ててあつてうう地はぬ
し庭は宜るく居陸りて居一なへ不゜
　　　　eては其い　不る地ま居るつ方設適又与初腱喬其毛゜にしると面針け當粂
はめのい腱でさ這て゜同白にるでく
十信種値であう入砂此時いなやあ産
何洲はで甘り曇つの鹿に例つうるま　　　　　　　　　　し軒の全費藷まふて聞島片はたにとぬ
か人くれなす所砂にに一鹿のし云蛾
種が微るんがが山少は方島でたふが屋三粒゜か妊日邸し砂は牛あQこ出
が人子そを頃本ち松地内島り山と來
あかがれ作防海砂がが海のまのをて
る四なかつ風方丘あ多で砂す傾謎來゜人いらた林面がるいあ地が斜明た
種が老桑らをに出位゜るで段地し乏
の　’移　れ　を　よ　椿　も　來　で　帥　所　あ　k　の　て　は

産住か作くへあるあちのると礫居擾　　　　　　　o　　　　　　　　　o額しらつ出てる　 り海北　 種のる土がて蛆た來風雨砂ま哉浦鹿が多゜で
次種害所るを述山し｝中霞島よいであ
第をもが゜防のはて積ケとく様近る
kやな桑西ぎ袖風風砂浦云なな頃か　　　　　じkっいも瓜さ浦のが土にふつ庭之ら
に旋毬非をう村ま吹かな地て地にし
増のと常作しのにくらつ方卒味氣て
さがしにるて砂まと出てはるのが桑
う域て宜と松丘tc海來其一だ碗付が
と功は琉非林地高岸て爾方ら砺き繁
しし結殊常のもくか居方にうなま茂
て竃構にに内そならるが於と庭しし
居段で種宜ののつし゜水て思にて過
るkあにい方例たて見に太ひ種種ぎ゜其り非東がでり砂渡包rpま桑桑て
さ地ま常京農あ低がすま洋兎桑桑毬

一293＿



　　　　　　　　　　　藥演講學科縣慧

れのりがあいまはと積早　　は土う
ば繁ま出るとす一一繊重熟種ホ籐質鼓
宜殖す來必X・°に維が叉桑　り碗ふ
陸がカミま要ふ蛾歩に大はと種や携不
そ盛砂すがこの桑比で稽は桑らで毛
れん礫゜あζ焚と較あk何とな地の
がで土即り死生雷的る過ぞはい味土
爲なはちま子歩は富桑熟や何方痔地
に橋地早す自II合れん化し歩ぞが薄を
は風味獄゜死がるで畢た桑や宜の利
先通黙を早踊大の居的秦と　sい土用
程し痔行熟がででるにでは　 と地し
申の薄うで少ああ桑蓉あ何　云ざ’（1
し宜でこあいるりでひりぞ　ふう宜
まいあとるとかまあままや　 の云い
し麗りがと云らするすし゜　でふ種
たはま出早ふそカ1とと頂即　 あやを
や蛆す來くこれ歩冒水綜ち　 りう造
う蝿かる鑓とで桑っ分桑種　 まなる
1『がら゜をが歩のてとに桑　 す庭と
桑焚桑そ掃必桑歩宜蛋較の　がが云
の生がれき要と桑し白べ定　そ種ふ
中し鹸か立で云たい質ま義　れ桑～二
になりらてあふるとがしを　はにと
繊い繁叉Sり゜所思比て下　此はは
維゜茂歩蛆ま嚢以ぴ較硬す　次宜合
が3こし桑媚す蛾はま的くの　 にい理
多死なはの゜歩磯す少てで　　御の的
V・輔陸大獲蛆合蛾゜く内あ　話でな
必の從抵生害の歩之て容り　しあ土　　　　　　　　　む要少つ砂以の大合は固がま　 致り地
がいて礫前少なが定’形充す　しま利
あ爲風土にいる大義物實゜　ます用
るに通に上爲がででとし種　 す゜法
Qはし作篠に爲ああ可師桑　 ゜從で
歩獄がらせはにるり溶ちと　　 つあ
桑がよれし桑はかま炭張云　　てる
は健くるめが蛆らす水靱湾、　　肥J
先全てのる早害で゜化性も　　料一
程で蛆でこ熱のあ極合及の　　 な般
Ellあ蝿あとで少り桑物面は　　どに

一一一
Q94－・一・一．



撃　化　桑　銀

な分のいあ關覆あ語　　繭り從でし
りlrF關墨り係に盈で農へ育まつ黛ま
獄し係問まがも人あ業　に19てをし
なたをにしあな聞り立農極　 種飼た
り土調なてりるもま地業桑從をふや
繭壌ぺる乏ま徒土％畢立をつ探とう
奮姦襲奮榛’1；2饗築鐸翌嶽重禦謬
饗圭察至碁蓼養難藝喜重碧碧樂’墾
り礫±思究如とではk　en皮中にに’
繋吉垂塾蕪皇莫薯響筆馨簸夢喜管
りのがすい質もとな゜　合がリ獄ま
卵比あc°との云言蜜　がよコのす
な較る其段作とふ・葉巳　 よら1かか
りtc°の々物養Eが曇　くなゲらら
がな第適やのxeがな野　て塗ンだ成
皆つ十當つ品業出いδ　種　 との熟
違’r二なて質の來堀と　の悪脂申度
つ居表例行と生ゑ程云　贔い肪にが
てるににくの産笑申ふ　　質種がグ宜
來砂’於　山　積　關物聲　し　こ　　　も　は　澤　リ　く

る土て形り係で起まと　宜雛山コ繊
課と±縣でをあ尊しを　いが這1維
で礫壌鷲あ論る土た一・一・　のよ入ゲと
あ土は桑りtik・所壌や・寸　でるつン可
りと壌村まるのがう御　 あかてと溶
ま既質のす墜繭墾に話　 りら來脂災
すに砂土が問とじ凡し　ますて肪水゜引y土壌乏をかててし　すぐ卵の化
砂質ととは農種桑のて　ρ分が蓄合
土が砂桑も業とに生置　　るよ積物
の違質葉う立かな物き　　　゜くがに
方ふ礫慧少地のりはた　　　さ充多密
はか土輔し學間獄土い　　う實くん
山ら乏蛾しとにに壌゜　　鼓すなで
の從は及た添はなの之　　ふるつ居
手つ僕獄らふ密り，攣は　　課のて毫
のて等卵面の接綜形猫　　　でで來　　　b
方桑のと白でのや一tt3・ve　　種あゑ之

　　　　　　一2C5一



集演講墨科縣鑑

y騰断“．マ博博ウン薯

　　や即華誹li譜鰍醤

　唱Y電1エ｝吟純斗ン薯

　　　　　〈・恥購薯鰍

　　　　　Pt黛［奮難

　　　　汁ロ〉始爆鰯

　　　㌣導細灘潟珊巌

　唱Yご穰ヨ1〈・ltウ籔

　　　　〈v辱賊講滋

　　　　　　圃鱒雛

　ヤi瞳MI　K・llウ蒸繍

　ss圖ll＞lt’購く〉瀦

　　　za　xuヤ滋1賭鼠

　　　　箇斗…韓吟凝

璃OOI陣羅爆曝陶

　　　　　　湘頂謁

　　　誉○○【鴎陶

　　　　　（暑ヨ勢）欝或

　　　・　懸麟鼻蔭

　　　　　捧譲漉奪

　　　　　　　飼薗

唱刈贈∬難葛嘱ぐ斗濤〉トン醤

　　　K・羅華沸il露鰍蜜

㌣導誰ロ｝呪麟・q　s；鰹〉薯

　　　　　　s［i辱購蓄鰍

　　　　　　　欝瓜［壼難

　　　　　　ラφ暗難蝉

　　　　く・脳・臼1烈圏珊醇

卜1引1画塙特瀞Yss〈iII浮濁

　　　　　　s（・脳講議爵

　　　　　　　　劉鴻齢

　　　　・“－su紳〉十蕪轍繍
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　　　　　　　　　藩蝉

　　　　　　　　難［3照
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　　　　　　　瀬尉ll酬

　　　卦凶倉一〇匿E確陶

　　　　　　　（暑謝）誌鼎

　　　　　　　簿臨潟薔

　　　　　　　皆奪漉鹸

　　　　　　　　噸＼晋

圏・・tWA繭　1圏瀞瀞輿
（茸趣醜鑑趨ヨ）臨繍ヲ餓トト　辮ll十棚
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學　化　桑　鍛

少贔場のが方方逮け桑當りあ方桑9
い貿合は出はが赤れ然り四りUI】園彙
然でに葉來赤無木どる百＋まち辱　憂
詫雪綾叢盈讐馨嘉姦嵩毒究羨警轟霧
河まのいで帯Vl六h原桑至山礫桑在
努蒙渠奮曽岱肇要葉劣窩草皐吉畿宅
方LLi捷枝まの量第とはさ五の方之居
はのにとす手が七思高で本方はを党
錨手re共かの三岡はさあでが地些
簑劣嚢塩息落葺祭墾買＄麗謀蒙毬璽
讐騒詮～緩饗袈姦痘書羨窪ll鷲季劣
墾築漂髭凝竃鋳碁賃型岩～⊇£岳轟
翻弱のかが故原あ只切手居居ゑの桑
がで方ら吹にのる地つの6，教　乎i桑
少あは獄く軟方゜のた方河故山の圏
V・る獄のと葉はそ利課は原にの方そ
そ從形か軟で牧れがで桑の桑手EPれ
れつがら葉あ葉か悪もの方がのちか
かて小だのり澱らいな木は抑方壌ら
ら山さで方まが反爲琉が桑びは質礫
山のいあのす百當に自高がる疎砂土
の手けり山゜貫り伸然い繁か植土の
手のれまの然位のびの゜茂らでの方
の方どす手る゜牧な歌高し蝕河方は
方はもがはに葉葉い態さなり原が最
は病よ山葉河の量のに二い澤の地上
蜥発くの丈原色でで於十か出方味川
が獄締手がのはああて五ら植はがの
大がつの動方山りり喬尺澤ゑ密豊澹
で多て方くはのまま木見山ら槙沃Pt
あい居の所硬手すすの上植れ敦での
2藷ゑ馨薔輪縁蓄或馨窒含叢墾象彊
柔繭夫飼原る耐のれ作やれに喬河で
く数かつのこ原手もつう絢反木原歩
てがらた方とのの伊たな反贈での桑
　　　　　　＿＿297一
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集演講學科綜鴛

はよに熟がに　　 あ卵ば方卵て山乎
央く乏の多は氣Fるは　らは数獲の』で
警簿階峯餐讐氣9轟ぐ嚢笛馨謬孚
なすなちによ営候どだに色の合方と
るるい生はくふともけなで手がはす
桑かのま桑熟もの内れつ白が零蛆ぐ
がらでののしの関容どて粉少そ害凹
未牧あ桑成まは係よも落がくれ及な
熟穫1）を熟し桑　 く卵ちあ河かびそ
で高ま食がての　充殻易る原ら死れ　　　　　　　　　　　じあはすつ悪i成　實にい色の蛾踊か　・る多゜たV・積熟　 し雛然迄方のがら
　　　　サがい雨爲從重に　てがる湛が色多河
故牧のにつも關　居あにつ多でい原
に穫多鑓て大係　るる河ていあ從の炎高いが桑張を　 ゜語原居昴りつ方
敗が年往は靱持　之りのるはまては
に多に々弧性つ　は内方卵山す焚蝸
な・v・は失靱もて　　農容ははのカミ蛾が
穀か桑敗燦大居　業が盗聲手山歩小
そらはす而とる　立充紙紙のの合さ
れしよる積な氣　地實にに方手がい・
でてく嫌mる候　　墨し着山はの小け
斯桑繁にが゜が　　のてきの黒方然れ
うの茂夏小所温　 適ゐ易手味はるど
い方す秋にが暖　切なhのを色にも
ふはる獄な之で　ない着方帯が河締
こ豊ががつにあ　例然いはび白原り
と作軟失て反り　でるた着て唾のが
にでい敗来しま　あにらき白然方あ
なあ生す熟まし　り河落難粉るはり
つりまるにして　 ま原ちいがに蛆弾
てまのとなて而　すのな藩少河害力居す桑V・る其4，　°方いくい原及が
るOばふ゜ N乾　　 は函こ然のびあの

藥所かeさの燥　　卵のとる方死発
のがりとう氣で　　は乎はには子
鰹叢出はし候あ　　小の藩河次が夫
年の來其てがる　　粒方く原色少か　　　　　　　　　　　　　じは方る例未雨時　　ではがの産くら　　9　　　　1

　　　　　　－£9S＿



學　化　桑　慧

も七併熱充く　アが弱ど獄を氣ま欝
舞晶馨／5圭暴鴛垢讐乙3舅身呈羨籟
とをすご實ののる直でふ合居日多倭
桑lil桑とす實八かvaあ課はつ病雨と
のしはがるが鹿も軟りか七質とのい
熟た實meと紫地知化まと日夏か年ふ
す年のいい色方れ病すい目秋七にご
るが青而ふにでぬにかふ位慧日ぱと
とあきもe．熱はけならζでの病桑に
いる内近とし斯れりし未さ場とのな
ふ゜に年をUllうど卒て熟う合か成つ
e然牧高君ちV・・も倒上のいにい熱て
とる穫澱つ紫ふ遽病籏桑ふはふと屠
のにし育て熟～二因叉聞を病五の翻菟
關そてを居すとはは際食氣Hがの
肇寒・纂磐呈轟書餐馨讐婁｛昆P，讐警

示のふてすにつあ病る爲覧でまと獄
髪穫重讐混擁罵鬼窪塞嶽孟禦墓葎農
もがが早地はる　下頭がE’病之なそ
の湘往く方失の　痢と不五氣ははの
でくk上は敗で　 をな健日に五な獲
あてあ籏氣しあ　起り全病な齢鴨實
り桑りさ候なり　す食に七つ期　が
・まの爲せがいま　所慾な田てに斯爾
す實にる塞淫す　の減る病慧なう方
゜が近爲冷鐡゜　潟退゜とがつい9L3
そ紫頃にでが容　病し不い腐てふ行
れ熟違桑，あな獄　 に之健ふつ．hやし
かす叢のつくの　なに康のて籏うて
C，るが成てて揚　　る室にでし嗣な行
實年起熱春繭食　iii氣なあま迄多く
がにりと術質其　近中つりふは雨の
紫は春鷲寒も年　因にてま゜當のが
熟豊鍛のく良の　は於居％そり年理
し慧の獲つくi氣　バける　 れ前に窟
てす揚育て獄候　 クるとそかの起で
入る合と桑種が　テ徽鷲れら獲、るあ
が託にがのも暖　　リ菌がは聯育病り

　　　　　　＿299一



集演講攣科縣鑑

ゐ　が若川し是其のは本ま　 こり食
る霜吉し滑ては年よ肥全し次と桑・ぺ
と害野雨岸層桑のくへ國歪はがにて
往の川が’のるがi氣成てに藍徳出實も
k年滑少沖所繁候長居染が島來が宜
欝に岸V・積の茂がする料非縣るない
兇稚壌時壌砂し雨るのを常の゜る頃
はil＄　th土に土礫過が産で供に例　 こは
下申のはが土ぎ多地あ給よで　と桑
痢は方ど失にだいにりしくあ　はの
を他はう敗於爲となまて田り　感葉
起地旱でしきに難っす居來ま　心も
し方魑あてま朱がて゜つたす1し熱
察のにる覧し熟よ居其fcのカ1　まし
頭無罹か砂てと゜くる威とで吉　 せて
と霜らと礫礎な失゜に言あ野　ぬ居
な害なVO土桑る敗所桑つり川　 ’カミる

り地くふのがかすがをてま沿　 若の
軟のてと方よらる之植もす岸　 しで
　　　．　　　　　　　　　　 ロ　　　　　　　　　　J

化桑域共はくで殊がゑ宜　の　なあ
しを功山央繁あによまVb昔神　 つり
て用すの敗茂る夏くす位は積　 たま
全㊨る手ししJ秋なと澤此地　揚し
鴻肚゜のなな然獄V・桑山吉の　　合一（．
す鎧　方いいるののが藍野壌　に桑
る期　 のとかに時でよが川土　 はの，
こに　讃いら之にあく掛のと　そ實
とな　阿ふ多にはり伸來沖い　れは
がつ　 山例雨酎殆まびた積ふ　 を桑
あて　脈がのしんしての地の　桑の
るそ　のあ年まどてよで壌は　葉熟゜の　 麓るでし腐桑くあ土昔　 の否
是地　　は　゜もてるは出bのは　　熟を
れの　旱併i瞠讃とよ來ま藍藍　否見
も再　魑な鎧阿いくるすをの　鑑る再菌　 にがが山ふ出ば゜以裁　 定方
朋芽　 罹ら無’脈こ來木從て増　 に便
芽の　 り叉いのとる第つ殆地　悠に
の桑　易反゜麓もが一てんで　用な
威を　 唾封古をあ若の土どあ　 す教
黙用’　所に野なるし桑地日り　る飴
　　　　　　・一．．一．一　300＿



雛　化　桑　獄

まる　でだて　　は候　 はとの　が
ずと肥あら居非チ氣と叉外鍛如暖逞
がい料り何り常　候のた米はく地れ
漸けをまかまに肥が關信で踏峨にて
うな澤すもすむ料多係州あみ熟適居
いい山が・のがつと雨ででる付すする
ふが使乏に中かのであはとけるる未
こ鹿ひかなkし關あつ鑓のてこ魯熟
と料過らる結V・係るエが評澤と桑桑
がをぎ申だ論問　か信飼が山が＋を
分使る」：．らに題　ら州ぴあの出文與
っぴとげう到で　桑は易る残來字へ
て過いると達あ　が氣く．°桑ぬ等た
居ぎけや期しり　充候ジ上　が爲の爲
るたなう待なま　くが州　出で桑め
の揚いなしいし　繁乾で　蘂あがの
で合過こての’（1　茂燥は　維ゑ寒害
すにぎと居で之　 L；し鑓　過　地で
oはただるあに　爲てが　 が東にあ
繋どるけのり付　に桑飼　遅北不つ
蘂含簑讐£宅嚢壁藤難lii勢繁姦．
園ふばへりrk　未りい　巣でな候
のこざるま近も　熱繁と　璽はのと
桑とるだす頃此　 と茂iい　 も魯は桑
はにがらが漸墨　なしふ　小桑寒の
病な如うざく校　るなご　では地成
萄iるしとれ幾へ　 かinと　 あ未で熟
蓼巽£量警象建宅奮篤h警髭ち
い悪りのづ緒以　あ葉知　故あ等關施　い　ま　で．か　に　來　　　　る　が　の　　　に　る　の　係

料揚しあし付十　 ゜充事　 山が晩を
を合てりいい何　　　く實　形爲生示
澤を荷まの隆年　　熟で　縣に桑す
山冒ですで二間　　すあ　な之は例
やふも゜あ三績　　 るる　どを暖で
つの使　り年け　　　゜カミ　で給地あ
てでひ　まもて　　上之　は與の兎
繁あ通　すやや　　州も　魯す蝪
茂りぎ　　゜つつ　　で氣　桑る合
　　　　　　一301－一



集演瀞學科縣鍛

　れとと各桑未宜に　 とふまいとのし
　な困に府園熟い桑そにこすふ桑でて　　　　　　　，　　　　　　　　　　o　 の

　いるな縣のに牧がれなと　禦はあ居
　我こつ共桑な穫よかりに帥がよりる
＼kとた奨はる高くらまなちあくま桑
　はにが渤綜Uを幽窒すつ窒る仲す園　　　　　　　　　　o　　　　　　o　　　　o　桑などは目そ多來素て素びの　をるうしがれくる肥故居肥そる製桑
　作゜設た少がしの料にる料れが牒で
　る斯魔もい爲たはi罎窯゜をか繁工獄
　のう化の近に方當多i素水施ら茂揚を
　がいしN頃近がりの肥分し此しの飼
　同ふた一桑頃宜前審料とま窒過附ひ
　的諺ら寸樹獄いではを蛋す素ぎ近ま
　でが宜困栽のとす各澤白と肥まにす　な繊いつ増失い゜府山質蕪料し於と
　く來だた法敗ふ桑縣やが窒にてて病
　蔚てらやがEI］こがにる多素付桑よ毒i
　を居うう進ちと千例とv・厩きがくが
　取るとな歩違で貫は桑のにま未入多　　カ　る桑いこし鍛奨も少がは較し熟がh
　の干つとてが働取く未先べてに桑殊
’が貫てに繭多しれな熟程てはな園に
　目繭困な質くてるいに申桑翻つに竃
　的取つつはな居そのなしの業て生i素
　　　　　　　　　　　　　　’　でらてて却つるれでるま藥試そ踊肥　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

　あま居居って所であとしの験れを料
　り桑ゑるて來が各りいた中場が澤を　まは笑゜不て桑府まふやにに爲山澤
　す千盤奨良居を縣す結うは於咋施山
　か貫起拗にる澤共゜論に水て軟すや
　ら取るしな製山に肥に成分2卜化こつ　ロ　　　　　　

肥れ゜たつ懸繁桑料な熟と塚病とた
料る何らた家茂ををるの蛋博がが場

　をけで其とにさ澤澤゜悪白士澤あ合
やれも爲い聞せ山山　い質の山るに．　　　　　　　　　　　　　　　oつどやにうくま作や　桑が研出　は
てもり斯てのすつつ．　と増究てさい
桑繭過ん居にとたた　 いすが來うけ

　　　　　　　，千はぎなる繁桑方場　ふとあるすな
貫取るこO茂がが合　 こV・りとるVP

一一302一＿一



墨　化　桑　翻

のい　　し，を違穫は敗働を古をてで取
質19“ ?ｽ減数で軟すの多野作見蓑る
はの料牧すすあ化る爲出川り．る彰よ
悪作殊穫るるつ病゜にし滑多としり
く物にと概こで多以千て岸牧いても
なに窒なにと一・lll上貫失の穫つ居桑
り於素り1な数反しは以敗蕾でで為は
昧て肥遼つ年歩謀暖上す藍はも毎少
がも料鍛た嚢か獄地もる作あ腐年く
不其をが゜桑らのの桑場地る為桑と
良例灘多近轟春場例が合はが桑をも
にに山い頃門鎧合で取が肥違が作繭
な乏輝傾各と桑にあれ多料獄未るを
るしし向府な五もるるいをが熟と澤
蕪くまが縣ゆ○病が所゜や多で反山
肥なしあと村O叢多が熊るV、あ當取
料いたるもが貫が牧多本と゜る1）つ
の゜ 黶K夏留萩多穫い縣桑隣が千た
米例合　秋む獄琉の所のが人故貫方
のへに　欝様桑嗣悪が火一之に1探が
方ば作　 がに三縣例多山反を腐菟宜
が米物　盛な0断は牧次歩許菟一鴨
食での　んつ0村寒穫壌かし　等
べあ成　にた貫山地地土らr，上の齢
てり熟　　ながも郡な程の千桑州多岡
見まが　つ逝取寒る還所貫作甘牧縣
るす悪　て頃る河山黛はもり樂穫の
とがく　年名市江形が多千繭郡者・一
旨釆な　　数聲rp町縣多牧五取ので農
いはる　回がの大にく穫百ら某賞家゜1?ﾆ　牧不無字もてで貫コ！豪金は
そ料い　 葉良拳皿あ殊あもと漫を模
れをβ、　す忙高沼るにる取いは貰範
が澤e　るな刈一゜第魯れう多Aの　．
ら山と　爲つ桑村多二桑るて胡所農
水やは　にたでは牧回萬゜居早が業
車り桑　 肥かあ多穫の能併為生鐡家
でまに　料らる肥の秋多し徳のをと
痛す限　を施゜料場窟牧軟島高飼し
きと1ら　多肥併多合が穫化縣刈はて
ま米な　施量し牧に央奨病の桑せ縣
　　　　　　一＿＿303一



葉演講學科i孫覇

が師あ　多で致良りか佛嗣中紫どし
減のりそのそしいまら國そに雲に1
少研まれ害れまとす叉プれ蛋英はも
す究すかのかすい゜幾ルで白な飴申
るにQ 逞痰轤ｯは行らゴは質どり々°　依　　之　　桑　　で　　そテ　　れ　　れ　　李　　も　　　t　　良　　力9　　を　　月巴　　石挙

又IPはのあ李どて柳他：い」曾澤料け
無ま元揚りを獣居ににsu酒し山をな
肥すの合ま製無るは例Tがまややい
媒・簸磯鶴麗螺L≒、呈織
を典ll原り　し成李位り蓉る蛋すか肥
難肥慧ま　 ま侵柳はま智課白とつ料
に料業す　すすに用す①が質質keも
やの講がとる窒ゐがのなとが大る桑習桑　 行だ素まも良いい悪近分
　　　　　　　　　　　oとは所の　李け肥すう酒　ふく頃や
病初に揚　ので料が一ぱ醸もな多る
獄め於合　 品あを金つ山造のつ少や
がはきは　質つ澤肥蔚1腹用はてやう
少蛋ま肥　 がて山はしののア宜るに
い白し料　悪内や用い石．葡ルいやな
ど貿てを　い寡るゐ例友萄コ酒うり
のが故や　とが殊なと質も1はにま
蛋多辻ら　 い充にい致礫痔ル出なし
白い暢な　ふ實土方レ土地に來りた
質け太い　こし用がまのにななまカi
がれ郎方　 とな週董し而無らいし昔
減ど氏が　にくぎ幹ても肥な　たのるもの桑　なてにが疸無料h窒カミ醸
と成研の　つ木や細馬厩で而素そ遭い　熟　究　質　　　て　の　る　く　地　肥作　も　肥　ん　用

ふすがが　居質と弾方のつ酒料なの　　　　　　　コこるあ宜　 るが行力に所たのをに米　　　　　　　　　　　　　　　じとにりい　之弱李が作に方腐澤1澤殊
は從まと　 もく柳ある．出が敗山山に
桑つすい　窒なのっ柳來良のやは灘
がて゜ふ　素る木て行る質原るやの
熱蚕其研　肥゜は品i李゜で因とら配
す白辻究　料從成質でそあに．米な米
る質披が　過つ長があれ盈：の琉な
　　　　　　一304一



爆　化　桑　蟹

で摘のつば゜う中るつで幅又れるふ
違み肥ての何一だ゜てあが自か゜こ
鷲葉料薬や載つけさ無つ廣分ら　 と

がにとは、うしははう肥たくの無で
少しし島なば南成し料のな郷肥　あ
く，翼てノ歌馨會功てででつ里料　

り

歌の居内態と塗し普ああ馳の地　
ま

裂難毫粟護：鷺薦碧茎皇さ漣皐需
　　　　カも分冬赤るか縣る栽すすうなが無飼枝山木かとの゜培Jがすり充　肥
ひにを等らい南さ桑此今るまく　料
易葉焼のTふ會うを虚はとす熟　 桑

陸をく實ばζ津Vb以の慶古炉し　は
併yteとLk馨あかふて桑棄い古其　熟
しし桑でとのらや鑓を桑堤野晶　

し

繭まのあい地越うを此園防川貿　 た

奈薯余h＄6譲難幾聾竪髪姦露餐奪
さ稚撹発昔雪に肉たのっし岸い　 あ，

く鍛つくしが掛な普小でい之と　 る

て期て無山多け例通経居堤はい　が
謡洋嚢羅碧暴毛壽塞讐発讐霧喬整
書董孝£芸轟壱蚕繁全農繍謹逢禦
省袈免ミ楚森基燕禦薪箋塁霧奮讐
餐て典下農へと肥失用園地工少　 に

よ居し草家教稽料敗すなが事し　育
く兎ぱをが爲す桑しるる出に畿　 ち

繁　 桑年勝にるのたさもi傘依げ　 病

舷考寒商鴛餐暫家馨享窪噂芒禦
静す此も植横［“成にる管此しの　少
．良るの刈ゑに桑績もと理室てで　

く

く、と地りた這がが小獄者地雷あ　な
縣慧方取も燕あ宜継ががが野り　る
質はのり’の恰bい螢成無元川ま　の

一　．305　一一．



　　　　　　　　　　集演購學科縣獄
　3ζに下　 がる　用稚つ傷　いれも
但た伏草山飼Pt秋ゐ獄て郡そと塵良
馬登すを形ひ生田まに居のれV・毒好
の齢様刈縣易地縣し用覧上かふもで
八中にり庄い桑湯歪ゐ此下ら皮少あ
鹿山な取内との澤そま庭あも肉Vlゑ
地桑つYiつのV・立附れすもりうなさ
方をてて山つ木近かと別ま一例う種
も使居桑桑てのにら蝋に需つもしに
山用るのは居立も共は管　無あ三も
奪癒諜莞鑑発讐暴讐嘗契農鎧皇慧饗

窮撃ilP握惑蒸奮盤浮嚢奥馨兎塞募
で製山くあ　 肥為期れい張宜　 蛎つ
あ造桑位つ　 料山にどのりい．　桑て
るすをでて　無麓栽もで山と　で此
゜る用殆地　　耕の焙硬あ桑い　以の
山とゐん桑　癒地桑くりのふ　芒桑
腹産るどの　で味を而ま魔例　飼竺
ic卵と無立　 作の用もし地は1　つニェ
中数叢肥木　り良ゐ錨でで巖　た齢
梨㌘鑑響£輩塀享築誇営轟藤嚢
の蛾健ある　はにζ弧葉まの　のつ
立のとる゜ @小一獄くをし閉　 十て
秀畢言ll査馨tT’薪蓋黎謡離塾難
作淺藏然回　 あ一なが取腹と　 あ製
轟裂漿誘謙有奮契崇望編゜コ謡婁
木が冷籔の　之割き映使斜嘩　のや
林少の作際　をにく稚っ±tu之　獄り
のい年りに　稚一な獄てには　種ま
様とにで堆　鎧列つ期も野上　製す
ないもあ肥　期叉てだ宜桑閉　造と
外は豊つを　 には豊け矯が伊　 家良
親れ獄て施　施二叢共此立郡　のい・
をてす翼す　す列す山山木と　種理
芒鷺菟鶏窪轟界鬼肇餐簑蕩轟探

　　　　　　＿306一



學　化　桑　獄

ふる人肥あ土砂　い　レ・桑を　ふて
も語がをるへ土そは宮はのや熊t，居
のり人施か小がれれ崎れltkら木9「一ゑ
は肥糞すと幡産かて縣て培ぬ縣地
桑料尿を云と地ら居に居桑叉阿の第
質ををれふオ簿でもるもるを⊇薄蕉黍桑九
にや搬がとすあう゜山゜使定郡に岡
重るい爲之るり一此桑　用し北比に
要とでrcは芽まつのが　　すな小べ兄
なや行桑歩繭すの由あ　る琉國てる
るらけが桑き゜例桑る　と扱村違様
關ぬなよには見はで゜ @不きに懲に
係にいくな邊渡幅獄こ　作桑もが可
が依か繁らいす島をれ　がと山少な
あつら茂なが限縣飼は　多し桑いりるて無すい實りのう野　 いてがo廣
の綜肥る孫入砂種と桑　 が牧あ　 い

で桑料か桑り土桑鷲で　庇葉畳　面
あとでらにはばではあ　の」或　権
り歩やしな早かあ強つ　 山全時　 に

ま桑つてるいりりくて　桑く代　IJl
すのて綜　゜桑でま繭山　　を自に　　桑
゜別居桑とをあすはを　用然植　 が

　がるにい作つ゜小焼　 ゐ木ゑ　一
　出だなふつて此形く　たのら　面
　來かる課て大はでF　も立れ　に
　るら゜は居分前あ桑　の通た　栽
　の桑然人る廣にると　はしも　植
　でがる家゜いもが山　成での　せ
　あよにに所面申解茶　 績あで　

ら

　つく入近が積し傍の　がるあ　れ
　　　　　　　　　　　　む　て熟家い人のたがみ　比　 る　 て

　之すよ所家聞通良が　較此が　居
　れるりはに砂りい芽、　的地立　る
　くそ遽i近近土阿さを　に方木　 此

　られいいいで武う出　 良でで　 の

　Vbが川か庭あ隈でし　 好晩あ　 桑

　肥種漫らはる川あて　で秋つ　で
　料桑のしど゜滑る來1あ獄て　 鷲

、とにr」rてう此岸゜る　るに肥　　を
　云なは下で砂の　と　と魯料　飼

＿307一



　　　　　　　　　　集演騨昧學利・縣銀

熱窒に　ごtc翻未りを　はでのよ
を素す斯と施業だ多増序れあ種り斯
良肥るく極さ試研量すにでり桑し2
好料奴燐め1”験究をが肥居まとてUt

るでる一JJIIい＋平成す成三斯北居はう
道はと里と年塚し酸熟要く海h無に
理桑考はの以博てのを素無道　肥無
でのへ桑結上士居腐邊と肥の之料肥

・がる獲なぶらがのめのはの種木桑

獄？酸は居樹縞高度をに良罷な杢兇
種の肥大るの果にと不就好裁ら5111に
製充料し゜護もはし良てではす通宜
邊實はた　育同大てに一あ悪tw“の喚
家が理好　癒様し施し言ついの葉繭
は不論結　児でたす往しエが質肉の
古良上果　のあ影べ々た量繰に厚解
來に作は　搬る響き違鴫にxxもくitI

素にを質　の士田燐こ料も質あ折を
肥燐早に　生にで酸とは質宜りる取
料酸むは　塵櫨や肥が前にしま～二つ

条す゜て　影加さ料窒ぐがかも様に
稚る蒋i葉　響里うと素桑あでよな之
粕とme質　をはでに肥のhあく桑等

　　　　　　．一＿＿．　308一



　學　化　桑　獄　　　　　　　　　　　　　　　，

　輩爲　大木の　のな充もな米膿に
最用め故と貿場又董らく緊つ糠獄賞
後は寮にな部合た幹一r：付りてを多用
に葉素葉る姦よ山を獄くな居配出し
餐婆巽篁、皇姦1叢ki菱芸塗免享t9蒼
永悪を改ふb，樹獄に弧ふ紙叉る麓ゑ
毒響華撃ei霧繁譲≒讐柔将叢彙繁信
物し揚るちの固瞼短しのき都色探州
でめ合爲燐伸と揚か卵繕が府赤るで

　あ選にめ酸長なのけの瞼悪綾く．と．は
ゑ撃舞魏鑑馨2・認墾蕎蓼挨難蕎潔婁

．ら招’_を塁不のvaもをh秦方厚膨質
肥き及彊は艮差ee張良　種にく，大肥
料不加固樹とがるきく斯粕於錨に料

　は良里に幹な勢に藁すくの臓質しで
土で肥すをり定桑をる燐揚大強てあ
地あ料る強藁鋏に生敷酸合豆健充る

　をるを爲固のに窒ぜが肥に粕と買大
　肥゜併めに梢容素しあ料嘆のな不豆
　す　用交9va易の軌毫は葉みb．良粕
　目　すた葉樹に外種　　葉色の卵での
　的　る殻のす感燐實こ肉赤揚はあみ
　を　の少割るぜ酸のれを味合小るを
　以　 は養合割ら及充は厚をに粒カミ桑
　て　　合分を合れdJn實恰く帯はな大に
　厩　理律大がる里をもしOll葉れ豆阻
　肥　的にに窒様を良燐て卵色ど粕用
　M｛1　で支す素に併好酸桑は黒充にす
　肥　あ配る肥な用に肥の小味實窒る
　錘竜苫蒙醤を竃竃漿甕嚢藷餐霧轟
　宙　窒れあみうとと禾をど駕い燐色
　林　 素ざるのし窒同殻良も卵と酸育
　の肥る゜場て素様類く緊は云肥く，
　下　 料様　 合髄肥でにすゆ大ふ料葉
　草　のに　よ部料あ謝る…＊’iなこで肉
　奪　みす　 り少のるしの紙れとあ薄
　の　のる　もく、み゜ぞみにどにるく，

　　　　　　　－309－一



　　　　　　　　　　集演計摩學利・綜慧

やはり何のなは地なれけ地て　　拝
う木宜故地色ら方んばれで近無リ久
にノい木方をぬのかいどあ江肥　 肥

な下翼ノのし゜三漁かもりの料肥料
つ町に下人てそ味度ぬ年ま國の増を
てと盆付産が居れ線の゜額すの喬法成
居云いの翼るは綜影ピrs°木木とる
るふて方似繭何は響ン萬三ノの綜ぺ
芸ilf専餐乞藷養笹蔓く豊窺1，蓋讐壷

ふな御いまかつとけと上孫方はの用
蕎つ話か　しら　て云、まやのとの蕾關　」
木てをとて三居ふしつi樂限こに係迭
で居し云壷味るこてて器らと鷲　 数

ありまふ石線かと三切縣なを種　 肥。

りますと丸縣とで昧れを矯話製　料
ますと乏とを云あ線る製琴し造　の
し゜庇が云精hふりのや斑綜たに分
て桑木仰ふへとま昔うしもい宜　量
高はノち交る青す色でて出のい　 は

さ昔下今配非白゜のは居來での　少
が畑地巾種常と宜愛甚剃覧．あみ　　く
数に方しでに云いはだ樂帥りな　

し

聞植はま三張ふ習る座雛ちまら　元
直ゑ昔し味力Hがや興縣樂需す　羽
径たはた線が本すうをと器　 縣．が
一も三無Xtあ特灸な殺云綜木の　宜
径零吉鐸集馨奮詫圭轟竜窪千纂塗
のあ位のへれ繭でで雲の地地宜　思
もりの喬たがで梅は笑はで方喚　＄i
のま部木が宜一黄雨困弊訟あは其
もす落のどい色期ゑ起程り有著
あがで立うもいで笑～至彊ま名し
る今こあ通ものやも聾殊力しない
Xでりと鳴だう絵起にの霊ヨ例
実羅芒萎羨奮霧善髭tt為1騒姦
い林た居悪名い色木期で分縣し
ざ見がるい宵やがノのならのま
うたPtiか゜麗う攣下時けぬ産し

　　　　　　＿．一一一．・　’310一



學　化　桑　鑑

3ζ聞ら小喬居こは掛糸呂らもで　りし
稀位筋形木ると此けをしかあもまて
にオii桑での゜が地て織てらつうす之
はと＆あ無而分方置り綿みた一かは
畑木聡り肥しるはくまの合けつら無・
のとせま料て゜築とす綜はれ嬰し肥
中のらしの繭原綜一ととさど挿質料
竺濯tli譲鑑蜜凝象讐蕩身t6　k，慾養霧

墜舞蒼裂藁森葺§窪垢結邑ロ繕欝餐差

本を禾なでめ膏す鐵kさちにとく掛
培絶痔ぎ薯轟磨藻稀繁墾撃毫編勢稟
割Nなう゜密あ線びよ居掛て係の扱
合はりし葉なつ縣でらるけ贋を大桑
に梯大てはもたもし鴫もす亀示なと
植子き葉さのか製ま朋の準之す質し
ゑをい肉うをも逡ふ織でべは良のて
て掛のが云用知しとであっ特い，良牧
あてで厚ふゐれ遷云もりた別例V・獲
る桑あい喬てぬそふ袴まくなは縣す
゜をり而木居ab’iれやでしし縣上が党
孟馨書莞嘉論含轟叢姦菲募翠奨纂自ロ

は取て澤立ゐで性極が常る綜闇るち
昔る橿が木るはのめよにか杢々の無
警芝禦珍窪覆呈9，轟茎農皐瞥皐£鐸

たはヒて質先交ら力し縣綜ま縣りの
の萎八光と程配tEのて・でとしでま立
で畑寸つ致何鍾強あもあ云τあ兎通
あの位てし度の力る霧りは綜党　g．
りfi！圭に二居まも春も薪1をまれは　　 來

ま畔高るし需慧大で吹すて手大　 て

すにさ繊てひのであい」居繰間居
が作が維葉ま繭ありて共為で々　　る，
4つ三がはしをるま衣縣之あも　そ
はて乃多小Pｽ刑とす紋ではつ昔　 れ

さ居至いさ通ゐ云“竹以昔ては　で
うゑ五か鴨りてふ昔にrか而村　あ
　　　　　　＿＿311　一一



集演言揖學科綜慰

固　の　相　 ぎ　書致　　　と接云
形第粗第關第’第にし相　　 云なふ
物四關三現二を一致ま關　　 ふ關や
可條現條象條な條しし徐　　こ係う
溶物象物を固し水まては　　 とがな
淡．・現を理な形て分す桑ロ　　はあ亭
水的な的し物居ととの1　四　前る々
化性し性てとる蛋次葉オ　　 節とた
合質て質居可゜白の全7’ K1・云・

維る゜る　水・はに通レ成　たとと
の所但所　化　相なすイ分　逓がな
三のしの合伸りるシにり雷つつ強張張　物　　ふま所ヨ　關　でへて
響灘蕪　駐鰭、す齢／A一
の及は面　維　 滅　 定｛　る　。で。
とび完積　の　す　の。、相　　あそ
相面熟重　　三　　る　　相O　關　　りれ
件積EI］の　者　　此　　關9．律　　まで

堀1二大の　イ4ミ　の　 が：　　　そと
減つ値も　つ　 も　得で　　　の肥
すのにの　て　の　ら我　　　外料
るも蓮は増はれ々　 山或

゜のし相減陽るが　 桑は

さはた件す性の色　 の仕
う桑るつ　る　の　で々　　　繭立しの後て　 ゜’ @相　 あ調　　　 が方
て化は増　此　關　りべ　　　解と
陽躍減滅　三　現　まま　　　欝云
性的少す　っ　錬　すし　　　宜ふ　　　　　　　　　oの成する　の　 団　　た　　　しや
相分る此　 も　 ＄　其と　　　 くう
關で゜二　の　穿　法と　　　縣な

賀も
象る　は　陽　 9　 をら　　　がの
を所　陽　性　塁　簡鋳　　 良が
なの　　性　　の　　ギ　　條納　　　　い密

一312一



學　化　桑　慧

圃　 噸　 墨

15

（・・孔珊mm＞

10

　第1葉　 第2勇廷　第3勇ミ　 第4葉＿第5葉暫　第6葉」2億7勇葦

　く　ユニウ　）　　　　　
H

　　魯剰廟（1灘…デく騨㈱

梢調で’ ﾄ他之　ちし量　てす繊　 し

一益あ多のよ此陰まと第居発維第て
慧霧茎護籍1霧筥と駿嚢兎EP綴稜塁，
取るす明はつ述相産の桑　 ち性水
りcがを設とべ關葉相葉　陰及黛
ま之春加明増ま現量關の　性び蛋
しは翻へすすし象が現成　の面白
て七用るるかたを多象熟　相積質
春枚の必必ものないをの　關重の
葉の魯要要知はす時な度　現のこ
の葉桑がはれ之のにし合　象五X
農壽鑑勇ill豪婆墓纂患箋暑8箇

面り一第が中則゜がちの　邑相溶
蒙享警商肇塞霧轡黍lp彗唇業
を　゜就の條りり　の繁ち　をで化
測其て曲にまま　で茂樫　 な増合
定i新の線付需究　 EII致葉　 し減‘晦

　　　　　　＿－313一



　　　　　集演言蒜學矛r卜系糸獄

岡　回　十　第
lo

15

10

5

　　第1葉第29，鵜ピ錆4葉第5葉第6葉第7葉第8葉鵜ξ
　（｝1itユニ　）

　紫早生根刈　 （糠塑駅アル六繍遡絢

ちうさ面を一てくしす云性第即あ致
強しう積表番居なて゜ふ及三ちりし
靱てで重は古るり≠ξ所や面葉最まま
性第あのしく゜ま第がう積第もすし
と七b揚て一t第し々第に重四若゜て
面葉ま合居番七て々一曲を葉to而斯
積がしはるよ葉第に葉線計第葉しう
重最てど゜くと七第はeeつ五をて云
は大第う強熟云葉二張書て葉第最ふ
相値一か靱しふに葉靱い行第一上や
伴を葉と性ての於第性てつ六葉段う
つ示が云は居はて三最見て葉とにに
姦を磐き考ゑ幕葵輩京碁ぎ落黄倍歪
し居小画でら下値四ででし葉下てし
王ゑさ積あ最のに葉ああてと第居た
行　　h窺る大葉逮とりり斯張二るの
つellさもが仙でし高ままう靱葉馨で
　　　　　　一314＿



　　學　化　桑　鯉

　　　用丁る段しあなあら黄紫に減て
　査イ諜齢嘉峯磐醗星芒滑

　ili　累鍵隙雅笑殺鴬編

　で　　 す熟な゜がて性葉し枝第をば
　砦　斗晶雛蠣笑妄擁蛇葎

　姦　至露翻豊患縫謎難璽
，　ふ　、こ脆が入くこふ靱にの魯辱居
　の　　 とく少つにとと性於で桑てる

　法　　でてるるてり軌つ熟まな宜ふ

　し　　はく理る硬合來葉し葉質熟ち
　て　　相ななかくでるがて第之EP枳
　黍　羅を喜芸躯嫉賑暴彗
　勢　羅誇倉ぎ魏婆穀瀧爲
　　　　　　　　＿一一315一



・　　集演講學科綜獄

　る　に性でで出と合て未大の質て口゜ ｻなのああ來云物蛋熟きもと居
　　れる相るるるふと白のなのかる
桑　か之關そ揚帥こ繊質桑値も化か
葉　 らは現れ合ちと維がだが想學熱
の　 も相敦はにポがに多と得像的し
二　 う關に陽はン言乏い云らが成て
大　 一律依性共とへしとふれ付分ゐ
成　　つのりの桑yるい云とうくのな分　　の慮ま相はが゜’物ふと例の中V・
な　慮用し關熟すそ理tがへででか
る　用でて現しれれ的と雷ばあ何を、
i蛋　はあ水象たばか性がへ水りか寡
白　桑り分で桑直ら質分ゑ分ま一易
質　葉まとあでぐ物で為　がすつにと　のす蛋るあ分理あそ何七゜を決
Pt　．二゜白゜る夜的るれ故八例計定
水　火　質そと之性所かな％へるす
化　馨　がれ云位質のららとばのる
合　養　少かふ簡で張陰ばか水でこ
物物いらと箪あ靱性水或分あと
とでと画とな’髏ｫの分はをりが
の　あ　云形がも所も相が八計ま出
謝　る　ふ物言のの面關多一盈す來比　所　こ訂へは張積現い％水゜る
　　のと溶るな靱重敦とと分さの
　　蛋　に淡弧い性もに云か゜定うで
　　白　な水靱Qは小依ふ云量すあ
　　質る化性張熟でりtふはるり　　と　臨1合の靱練あまとや何とま
　　業農簸嚢讐差轟茎饒泉薯鶴19
　　化　 熟維る測人つ固性揚な現例
　　合しもが定はて形の合V｝象へ
　　物た多故し直未物相にさにば
　　と　桑矯にてぐ熟と關娃う依桑
　　の　 とそ面共測の可現典しりの
　　封　云れ積のる桑溶象桑てま物
　　比　ふか重値こで淡には可し理
　　で　こらもがとあ水依すなて的．
　　あと陰大大がる化つぐり外性

脚一316一



學　化　桑　獄

合ら富ふ供合す句あなくvaふ桑ふご

所るあ、ぎで熊つが政りはり々ふ葉
のけるさつあのてな蕪ま少立k杢2

＿も熟て殺者捨一かと謝議るhがる螢
日そし炭さそてもす的會の帥之の養
もんだ水ねのS知れ多にでちはで物
駿な桑化ば取義れば激於あ蛋非需ぱ
すにで合な捨をぬどにてり白常　蛋
を醤魏誌警鋸奮z奮雛賜

us，要ぴ生にで欝のがEP政者時あ桑フX
來はたか立あふ欲多ち窯同にり螢化
なないしちるこすい甲が時はま養合
いい蛋て到亭とるの乙相に炭しに物
が゜白竃つ供がPtが爾蜀多水竃富2
蛋我質くたで轡熊宜蕪立く化我ん＿
白々と而ともV・のV・がしな合々だつ
質も去うきさて裳か同てる物の桑の
で日ふしにうあもと時居こが相とも
あ常もてはでる我云にると少關はの
るのの螢償あ゜のふ絶とがな律蛋E’
牛生は養はる蛋好間封之出くの肉あ
肉活動あ蛋fli白む題的甲來な法質る、
とに物るEtrの質所が多のな覧則とさ
か於に桑質子も二起数政V｝淡に炭う
魚て封との供大軒つに窯よ水依水す
は澱しは方も事ftてながく化り化る
塵粉て炭を可でね來れ絶方合ま合と
し自fj無7J〈切愛あ有発ぬ封・物し物．　ts

　　　　　　　－・317－－ts一嶋　　　　　　　　　　　　・



集演講躍・科綜1蹴

の作りいあ合を帥そをあは形愈すて
法用もくる物生ち繭知る獄成にるも　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ

則を炭さ家はむ家はらだをに獄こ宜
をも水はが兵そで必なか飼役のとい無襲化H3な糧れあ婁いらふ立艘が゜
親ね合來くのよりがの繭のち内出EP
し二物ぬて給りま大でのは淡に來ち
　　　し潅璽が腹も源はしであ原何水磯な蛋
人の大が困で貯てあり料も化蓮い白
嗣軍事滅るあ藏殊るまで醗合すと質
の要でつけ盈養にがしあの物る云で
淺度あてれさ分家獄てる脂はもふあ　　　　　　　　　の薄をるはどうたのに天蛋肪脂のこる
な有Oいもしる申取然白を肪にと所
るす殊くそて脂につの質嚢紐絹にの
考るにされ家肪飼て法の速織綜な牛
での桑がはよがはは則方さの腺つ肉
あで爽出叉り大れ先とがせ原とては
りあ中來臨も察て程云重る料脂居駿
まるにぬ機兵な居もふ要爲と肪るすし゜はと慮糧のる申もでにな組蟹る
て蛋脂云愛ので鎧しのあ鷲り織の1：
碧白肪ふに方あにたはるを獄と揚と
し質がこどがりは通動と飼艦が合が
蛋を無とん大ま家りか曇ふのあも出
白やいがな事すは左すふの購為さ來質つかあごで゜要程こので藏蛋うて
のてらりとあ蛋ら必とでは養由でも
多繭そまでる白な要はあな分質あ炭
V・をのすもり質いな出りくにはる水
未澤中゜出載が裸もi東まてな絹と化
黙山のさ來郁家にのなす繭る綜思合
の取炭うるをのしでいがを゜腺ふ物　　　＿　　　　　　　　　　　　 o　　，　　　　　　　　o
桑ら水凋がす材てな　 之取所’の　 で

でう化ふ兵る料置い人はるが原五あ鑓な合課糧のないO間一爲よ料齢る
をど物でがでらて之にをにくと期所
飼Xは蛋なもばもは取知飼人なにの。翫　　は　　刃旨　　白　　く　　さ　　炭　　蛋濫　　獄　　つ　　つ　　ふ　　カ：　　り　　な　　冴ヒ

と天肪質てう水はのてての我繭つは，

兵然のよはで化卵集こ二二でkのて慶
一一一一一　318＿＿



撃　化　桑　難
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集演講學科縣獄

細ともで併る鰍ば　 て云鐙ま流来け
胞で分こなか葉いそむふ用す動熟な
のあるなからはかれ分とはと食葉い分り゜れらい生ぬで61と水稚で妊天
裂ま殊易稚けま　動O’に分獄あ窟人
がしにい欝なの故物　 な蚕用る用の
　　　　　　　　　　　　　る盛て鰍かにい桑にの　 る白は熟と方
ん憲葉ら取゜で拙幼　 ゜質軟葉致は
に麗の宜つ肚あ難年　 無が葉としど
行時中hて鍛教に時　翻多で云まう

Q常白水宜にの與年　　7XA用獄水熟圃
細に貿分い若をへ時　　分は用分葉形
胞成がが生い食る代　が之はがで食
　　　　　　　　　　Tの長多必は鰍へとと　 多に硬少あで

盛なあるれ死すい物　の・しるい葉慧
んるりとどする較が’　無【て゜かとの
にもま云もるのい蓮　い1圃化ら云場
行のすふ稚迄と来ふ　む形學固ふ合　　oはで　 こ鷲も同熟の　 と｝物的形のも
れあ蛋とに食じので　 は1と成食はさ
る盈白は取はで桑あ　肋可分で軟う
とそ質・そつなあをり　鱗溶のあくで
云れののている翼ま　のi炭方るてあふは多獄はの嶽へし　蚕訓水は゜水り
こどい糞之は葉るて　糞1化どそ分ま
とうと中は人とと慧　　中「合うれがし
　　　　　　　　　　　は云澱水水の云病も　に1物でか多て
原ふふ分分充ふ簸此　　フXlと　あらい稚
形　こ　こ　がが　く　も　が　通　　分一繊　る　張　か鑓

質とと少多知の澤り　が1維か靱ら用
のかはいくるは山．違　 多1とと性之は
原と大のて所未出は　Wが云かは鰍
料云事を流で熟てな　 の1多ふら一一葉
にふな見動あで來け　を［いと’言つ即　　　　　7　　　　　　　　　　 　　　　’

なとこて食％ある，れ　　見と稚ひのち
　　　　　　一一3L’O－一一一



學　化　桑　蝦

此で云　分がで獄で借重工す一澤る
人あふ我にi蛋あ時はに量之為番山所
がり様々密白る代どなのに二よ含の
蓋享奮響ll饗誓纂暴蘇書讐毒歳蔑醤
精゜はぴ薬り質てとちてま頃長の質
L讐壱斐t9芸舞藻婆至濡㌘与髪蓋瞥蓮
云付がてふで山のと，の割はる一桑田
ふき初居こあ要率黒盛命調と歳を・要
本まめるとるすが齢鷲璽べ成の食る
をして所にとる大のが量た長時は圭
安て考のな云とで盛蟻か結し竺せUt
政はへ良・るふ云あ難慧ら果な＿てふ
五有田桑゜たふやがに田がv㌔歳やこ
年名しと　のこ成四謝しあ何’のると
になた云　 はと長眠した為で時とで
出昔課ふ　壮をののて所成もよ云あ
しのでの　鷲意率起＋の長幼りふ党
て塵もは　　に味が獄二成の年もこ
居者何稚　封し大tc乃長速時’よと故
るので獄　 してで封至の度代くはに
゜設も用　 て居あし十割の程成理此
共がなは　 N“るるま五食火成長窟成
中あい鰍　 あのとし倍帥な長すに長
にるの葉　 りで云てにちのす為適率
斯乏でで　まあふ四な域は発＋つの
うはああ　しりこ乃煮長稚　のて大
云申りり　てまと至非比懲鑓時居な
な講奮藍繕需編霧窪竺響霧旱k薙
と民て用　用前胞に大齢あ合一さxe
をと昔は　良項をなでにるでのう時
書云か熟　桑に構つあてとも時で代
いふら葉　と於成てるは云さよせに
て人言で　はてす居゜十ふうりう、於
勇£’2薯誓秦傷h餐勇馨£圭孟塗
・り居゜　質化の斯に至がりくの白
epまるこ　と合原くMl＋あま成時質
ち需のう　水物料稚齢五嗣し長がを
　　　　　　　＿321一



集演講學科綜鐡

の錨が桑た　kて併進て℃成のて王
禦鎧智雰讐書響雲纂窒馨摩暖£車窪
青鱗こは給fS云ふで桑゜る、第りく慮
い集と温興とふ論あを中や桑ま葉じ
内はが度し併こ丈り用井うをしにて
に小あをた行とでまゐ閑な順て實宜
欝なる興場しを斯して民桑々何入敷
をる゜へ合な言うて行のをに庭りを
　　　　　　　　t上もそぬにVbつ云卓つ読用用のし植
籏緊のか起爲てふ見竃はゐゐ國桑ゑ
さり例らるに居こで批さるてでよ慧
せ練は併゜起るとあ舘うと行もり威
るN嗣行叉るのをる用云云く早與長
こ多にした失で考とにふふ慧1くふ次
とく述て近敗あへ思はのこが實る第
が綜べ進頃はりたふ熟でと成1入が桑
あ質たま飼前まこ゜桑あで妄り宜を
るも但陵育にすと我Elj）1”あすiiし滋順
か艮馬爲法述’°が々ちまるるi桑と々
らかのにがべ　あも實しoに1帥云に
七つ八獄進た　 り営入てさ從1ちふ用
日た鹿桑ん通　 まっり稚うっ1充記ゐ
病が地がでり　すてし獄して、實事ざ
　1な　今　方　併　高霜　　　が　桑　桑　期　な　桑し　が　れ

どはで行温害　す葉をにけがtたあば
が獄あせ育の　つ中用はれ順「桑る桑
　　　　　　　　　　　　モ　　　o出桑るすを年　とのゐ鰍ぱklを　の來が゜をやに　 昔炭る葉霊護に11翌護之爲
蓮併昔れる再　の水∩獄が励にはに
慧行はが様莇　安化帥成桑熟與面違
すせ但爲に芽　政’合ち長のレへ白翻
る交罵になの　　五物之次爲て，るいあ
ご春のi葎り桑　 年のは第に行rがζる
とが上獄翻を　に生申順失ぐ宜とこ
が寒綜のの早　 中理井々敗が喚をと
あき國場方く　井的閑にすらそ雷あ
る年と合は掃：　閑意．民域る慧1れつり
゜に云に進き　民義の熟との・かて何
爲はは逮む立　がに獄度云燐ら居國
に桑般慧がて　巳就桑のふ長1黛るに
　　　　　　一　322’　一一



吊　化　桑　簸

かる1に不獄が目す中はまさ　繭昔繭
長疲1－r揃は最のがの皆すうそ述よは
崎に1齢に出も葉熊先様力1しれのり膨
縣稿ゴなな宜は本端も併てで通不大
に鎧畷るh喚稚縣の御し固稚り良と
餐翁彦1芸留譲讐煮警巖宏霧欝£齢
まし｛少ふ稚目と業Xがどとのるつ外
して不｛悪鑓以し試ふあち可良゜た槻
ても1揃泌に・下て験のらら溶桑叉1良
塗鱗な瀦も・はは擬はうか炭k秋’・b’sき

はる，Pt併葉1不゜師です矢とを晩6．く
量鶴鋒・歩餐i渥馨掻罐饗難奮磐替

需奮li在コ溌茱呈窪欝鍵髭憂霧奮参
卒ぼ6不云r併良すいにの較言っ氣く
の硬際揃ふrしにとこも中的ひて候厨
やい整でこ「h：な蔭と幾で乏ま往が綜
｛暴專曹差i瞥⊇暴髪泉姦と兎灸誕｛
も良（iEiまな以病桑つ硬ら桑之敗で接
のh羅し蜀下k9のていか之はす桑緒

生゜と（家へるしらのまあな蛋のはま
桑で云のまけてし話しりる白例域ぬ
の熊はr設すれ四てでてまの質で功爲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

方本れにとど五二あ新すでもあす解
が縣てt擦翻も放三り梢」あ多るる奢予
比と居るが病目枚まの之り協゜Eも
　　　　　　一323－e



　　　　　　　　　　集　演講學科縣　翼

で度はま故田つのでのし　的居云較
あにれしにぬでffiあ良て今硬るふ的
る大るて切か居繭り桑lPt葉ap＆硬
かし゜翠断らりのまで白はをだ？い
らたEP繊なma且形すあ質批與らな鰍
ms影ち維ど目つはカミりと獄ふうも薯
質響＋のががよ小ecま水用るとのが

いく昌縣出繭つけ健熟少，、桑慧ま張れ
故從・がなとてれにしhで兇兎りる
につ，レ取いし居どなた固あ強　稚道
養てのれ舗てつもる桑形り健瀞叢理
鷲ak綜るのもて締か21」物まと獄にで
家りをのな良繭つらち可兎なの用あ
の太作でい質暦て病硬溶　 b揚ゐ発
みむるあ縣でに居鑓葉炭之一合兎

すむにすれそが質琉へ合桑成つれか
慧象愚壷馨蒙誓饗蕪享黎£禦£髭畠
家出維繊れらか共獄とびり宜IJ｝較會

硬いい細繭も繭好｛多結にエ　カミ黛し
葉゜かいが宜がでい果富帥　殊にば
育斯ら爲小琉一あかにんち　に硬桑
がく繭にさ繭様為らなで張　夏葉と
利節が合いmaに繭しる居靱　秋をか
釜が一残かが行はてこる性　懲與岩
でなつ繊ら厚は小逮と桑及　のへ手
lllを鰐≒繊諜篇蒲欝醤
゜綜緒調相て衛け少度菟積　に爲閉
叉のし節關揃がれ琉型　重　駐にf書

製整成teよる懸くらma　ffさ　比れ桑
造一繊行りが、が揃慧b用う　較てと
　　　　　　＿3％一一一



學1花　桑　鐡

大桑らが’・tcくかなにす・風來繭x　客
でで綜困力鑑りる力る繭まは反そに
あ飼が難が別が゜がととし大劃れ特
つつ悪でな出原解な繰云てでにかに’
てたいあ’ ｢來因e予い綜ふもあなら熱

損はがら弱ほtsの行そ如み璽鑓をな
に大薄がいご入にはれくが繭多「cこ
なきく出のしつはれか繭違暦畠獄と
るVP屑來でてて色まら暦庵匹しに豊　，
種ががるあ見來kし鵡に甚星て用・1∫

鷲目かく繭未そ因れ弱が場あtcζ通
に方ら綜が熟れががいあ合つなどり
未が綜に大のかあ爲爲るにでりうで
熟重目節い桑らbににがは實往かあ
桑いががかでXXま解縣故爾川kk発
を゜少あら飼質し衛の忙端的軟・・
輿Lいり輩つの夙不質煮の便化ふ

と大肥強がのとシな易易一窓少爲て
そ形料力太繭云｝ンリ．い様がvこに二が
ののをがくはふがまのに明同腐今
害繭澤な合直のよたで行い一つ申
がは山く成にはく綜あはてのてし
殊踊や斑繊切維溶にりれ居繭奪ま
にのつが度れ験解節まなるを滅し
著重たあのる家すがしV｝所取すた
しさ未る調゜はる多てさ謂つ菟こ
くが熟か節綜よばく綜う「破て　

と

●

　　　　　　－325一



集演講學科綜獄

藩がつ延　蝋で三桑2せる今　　械あた期前斯は
あ礫を草るに迄　　的る立等述く柔
りこヒ作生方は話　　 va是通のせ批に
ま拶る桑法どし　　もは桑爲る難な
す土こををうま　　風過がめがにり
゜若と作箇しし六　害熟秋過如極歌蛾
之くはる條たた　　鹸の獄熟く葉は
繰慧羅套隷騨集茎響藝霧
巾の要あしか依　を　爲あ適ははると
し癖督りまとつ　成　にる営宜稚こな
た‡あますX竃熟損゜としecとり

明萌　時　が　，ヒむ　翻老地過鍛家少
かの　高　起獄る　兇成でぎににく、
で地　温　つに方にしはたもも卵
あに　　飼　　て宜　法　供て春る宜製は
り桑　育　來い　　給過直は塗縣充
まを　が　 ると　　す熟し及　 家竃
す作　行　葛云　　ると桑ば併にせ
゜　る　　　　は　　　れ　ふ　　　　　　こ　な　が　ざ．し　　も　す

さこ　d・1．　をこ　　とる晩る物醗卵
うと　 翻　 之と　　 カミと利（がに二種1設

しで桑かがも不水獄如は製にてあ　 が　 ら分　　 能分にし程造’雛
此る　 併　 御つ　　 とが蜀で度家が
等゜　行　 話た　　 な足しあがに禺
の其　せ　し゜　　るらて発あも來
土方　ぬ　致然　　のな使　る不発
質が　様　しら　　でく用春の利
は桑　に　まば　　あな出醗でで
外は　な　す桑　　るる來に早あ
のよ　　つ　　」葉　　　゜計な使魑る
　　　　　　　　　　　　　　o作く　た　桑を　　　りく用又
物熟　か　を成　　　でなしは
のす　ら　成熟　　　なるな使
充る　早　熟さ　　　く．Eか用
　　　　　　MMh－－326　nt



學　化　桑　蟹

もり入が去うにとはも代充る國いな

れ世知はのへですめ燃やら地山　か

る富せを・曾たい聲の題宜山いては地
國國ぬ作しこと起でもしはか占極の
ででがりてと思ゑあ解映大ぬめめ利
ああ漉た食がふさり決見抵からて用
るりしいべあQうます渡はられ挾法
゜ま國゜るる此すすゑすげ山てvoに
カしに山もさ設る゜笑限山を居小も
フて依桑のうにと山灘りで利るさな
ヱ蠕っ論にでは日を起t［・1は用のい兎
1西ては困あ針本利ゑ桑げすで國
なのは書つり塚の用而に山るあでそ
ん一山ふてま校産しもす1でよりあれ
カ、フ計べ居す長繭てそ覧なりまりで
のラリくる゜も全なれさけ仕兎諌あ
ボンのしのxF賛額いでうれ方　霜り
：は國てで地成は所や昌すばがで一ま
イ矢も行あので今がつる雅なあ而す

ケ昔゜なる桑まかなはもFiがす中僕
ツのあいよを・し八ら質飼薪遽かには
ト通の机り作r億IXがへを憾ら山山
rcり瑞上もる針か之宜る取な湘がに
金四西の食の塚知をいLるが本多桑
貸十と塞ふは校ら利のぞ位らがいを
の鑓云論方可長ぬ用でれの山人の作
晋でふでが成もがしあかもの口でる
・湧融憲斜慮茎譲翻鋼象
　　　　　　．－r327一



集・演講學科縣慧

　一ptぴたしさぴる騙雑利用の業つのて
　　は・まつてうの桑除草用す木地て國居
　　早すて・喬すけはしがする材と典のる
　　く゜居木るて喬な生れよをか虚アと
　　成さらにとし木けへばり以牧にル云
　　熟うなす肥ま仕れる宜外て輩鈴ブふ
　　すしVOる料ふ立ば桑い仕紙地をスこ
　　るてでのにuにながと方をと付のと
　　の桑山にもさしら負患が挨かけユで
　　みはへいなうてなけぴなへ野たンあ
　　な前行けるし其いてまいた菓牛グる　　らのつな羅て闇巽しす゜り園とフi巽
　　す緑てい草葛に方ま　⊃日或にかラ聲
　　霜肥駆のをが葛法ふ山本はな羊ウ起
　　害を除は騙成をとだ桑は家つとyゑ
　　の用に天除侵栽致らに痩をてか藷゜一
　年ふ努牛しし培しうしら建居N“ぴそ　　にる力E｝1肥ますまとたかてるチ碧れ
　　は外し鐵料しるし云ら平た゜リには
　築はた砲にた栽てふ困地り自llン昇山
　地無な錨も時増ts．こるがすち／りの
　桑肥らがなにし山とこある山、ま利
　　の料ば付るそなにでとる゜はやし用
　様で直くかれく出あがか山牧ってが
　に作にこらをて來る一らば揚て感よ　　　　　　　　　　o　　　　　　　　の　害亀此と一線もる　つ山か牧居心く
　　をそ害で暴肥自所僕あをり場るし行
　受のをあ繭と然のはる利のに゜なは
　け代除る得しtc豊考そ用國非挙のれ
　なりくoでては科へれしです地はて
　い年こ之あ鋤び植たはなあんの雪居
’　°一とはりきご物のどhりば部線る
　　回が冬ま込盈にでうだま森分迄か
　　の禺のすんさ葛あ云かす林ははら
　　敗來聞笑でうとりふらかで何牧で
　　葉る炬雌しし云まの之らあか場あ
　　とだ燵起まてふすかかしりとにる　　　　　　　　　　　　　　　　　e　　すらなゑへ雅もカiとらてま言な
　　るうど゜ば輩の難云は山しふっ僕　　　゜とにさ宜をが草ふ山をてとては
　　　　　　　　　　　　　　の　　山思あうい追あをとを利共工居此
　　　　　　　　一328・一



　離　化　桑　鑑

　欝男姦鴇鈴覧鹸乞鞭竃奪
　う゜なしま刈すまなうりてるi掛とう
　やk．すますの゜すけす四一方る癸に
　れれこす゜高之゜れる本本法かが喬
　ばかと」ささは速ばとなだとら直杢
　萎らがさうに永成分二りけ致しに高
　難纂享周瀦請誓裂至暴黎
　も穫てる上之言＋仕がでなtHし地てメ1

　　9　　　　
β

　　　　　　　　Pt　329－一



集演講學科縣鍍・

濫じi転て實肥こさ料　 め括ふ土さ之
用ても居際料となで四すしと地うが
にも除るにをでけ作無’るてとのし出
な除草o随やあれる肥゜いは挾て來
っ草も肥分るるばと料　ふ高い高上
てとや料行程なな飴A　　と刈虎刈つ

あとてで゜のろい取e　びか建廣は

思つ取にや程やがなる｛　簡深建を高

o

　利はあするが來ふ早1　ふもるやつ
日盆取発れと宜ま心く｛　と伸の盈た
本でれ　ばいいす配熟　塞びと之の
位ある肥作ふ゜がもす｛　間て同はで
舞茎患響禦量鐸磐馨愈隻叢ξUl曽
酸すふへよがを肥てう　く中とをま石゜のやく必や料來し1　利ので利す
m日はれ出要つをるて1　用養あ用か
の木間ば來でた無゜ t　す分るし昏
綿覆警募箆欝憧奢涛募姦蔓蕎集
がはで～二思゜腐やすの1　法牧聾をが

はる寧ら炮濫損をのら1　まと地るら

料牛のもをふれる数併　 之゜すあ聞
會分方宜過ごだやをし　 を詰る，り引
肚位は琉信とかう減無　 御Oとまいとは滅耕’しはらなら肥　 拗一一・・一、い兎てモ

　　　　　　轍一一一一．SO　一



雄　化　桑　獄

ででり　く　料れし雪桑ふにン御か
ああま　植　のるま塾の織はト召い・
P・＆蓬麩羅藁留灘盤魅
五すは　方　は窒に窒をつはのなは
lli°轟藁難響灘薩粥毯
＿　式，は　腐料て料すが酸と通過
週　の　熟　らをはをる幾石いり，燐
聞　喬　す　さ澤窒や目ら次ふ利酸

　　　　　　一　，331一



　　　　　　　　　　集演斎撃學零レ隷蟹監

幅粗V・い悪我いの　　　　　のは＿「c
鍵難禦書鑑6患器董婁　警萎念警
を遊あ動つ今・ふり僕主　　 楕熟引を
用でり車て迄のまのと　　をせく施
女象享緯悉弩£1］難支七劉話2，を
器瑞がのゼてり量のき　　くる藥置
械四壱雄大居まと結恥桑　養方がく
仕のれへ量るす質論質樹　鱗法繁≒
上時がる生斯力1とにを栽　案と茂下

張生中あな質法Vlでき的　梢未が
干産でり國と’則量あ力毫　　　を熟可
羊のもまははらがり　　　　闇にな
伸器一・すア反し多ま　　　　引なり
し械番゜メ蜀hくす　　　　いる熟
の仕悪一リで量な都　　　　　て虞し一
方上V・日・カあとる合　　　　 もがて
がげ自ICでり質との　　　　宜あ來　，
良よ動何あまと質悪　　　　竺るる
い1）車千りすははい　　　　輪とか
釆もで盤ま夫陰悪こ　　　　島き墜
も手あもす量性くと　　　　縣はそ
誰饗菟難糞護霜奪霞　　劣森肇
料方帥す一と關私あ　　　　地毎五
のがちるasい現はる　　　　方位齢
少良大乏著ふ象之が　　　　でにに
牧い量はしもにが斯　　　　 は伐用
穫編生大いのな法う　　　　秋りふ
の緬産量例はつ則い　　　　慧てる
方のと生は製てでふ　　　　桑株と
が風い産フ品居なご　　　　にを都
旨味ふのオのるけと　　　　就間倉
いもも一1品られが　　　　て引が
醸乾の番ド質しばあ　　　　嚢く阜
造燥は宜とが橋宜る　　　　育の喀
　　　　　　＿33fi　一一“



學　化　桑　簸

多かと栽ふ桑製近と・aiかかすで唾用
2ξ蒙弩燕荒禁馨募睾農くをil）悉鴇
と£、こ改論ゐに府調段々一とま無萄
はとと良繭た妻隠縣和では致がす肥も
欲其に法・慶揚きにをあ姑しあカミ料無
す標なと歩合ま於計り穂なり忠の熈
る的つい合にすてらまの％まな老料
けをてふははの多う実手　すらがの
れ桑居の少慧に牧と量段ueカさむ麺癖
どのるtzいが繁穫いのでしいと質地
も量をは課大茂をふ方あ陰や欲がに
極のれどでき桑奨のはり性忠す良作
端多かうあく園働で少まの孝れ）乙つ
にきらもりなのしあしす相とば　だ
’…多に桑斯まつ繭まり減力1關い孝量方
い置千うすてはしまら蝕現ふなのが
こい貰いか繭縣rすしに象もら多良
とた繭ふら暦目そ姑て要での交い質
をか取こ縣ががれ息も協あは笑こで
塾ららと目薄少がな宜する必聲とあ
まいすががくib爲手いるとす起をk
なけとあ少なとに段かのす一ゑ豊行
いないるいりV・獄でらでれ致景む李
のいふ゜ e輔ふのあ質あばす多と柳
でのこ桑地のe失りのり絶べか質も
あでと樹の目と敗ま方まi封きらが籐
りあが栽縣方にがすをすにもむ悪り
まりあ培聴がな多けよ゜不のとく金
すまる法な増つくれく要可E’欲な肥
゜すそがどすてなどし協能あす為を一…一゜ 鼕?ﾅ？居つもやとでりれそ用
反私は々行ん絢て之う．いあまばれゐ
歩はど進つな共來よ詰ふ為す質でな
あ桑うんて蝋鐸たりbもそカ1悪僕い
たのしで居のはの仕妥のれ質Lくは方
り量て繭る重繁で方協はでと忠よが
tかのい質所い茂あがを大あ貴孝く品
ら適け愈の繭桑りな以抵りとは言質
縄當な不桑を園まいて皆まは一ふが
らにい良樹買のすで量姑すな致の良
　　　　　　　o　　　　　　－一一一一　333一



集演講學科綜獄

とく昔のであだi糧し協施澤等實1はれ
いつはでもりかと1施論肥山賞際養るふて膝満さまら鞠すですやを量臆所
こ居栗足う4”1實し／べあるる與ののの
とつ毛しで我際まかるにとへ多成牧にてぞてあk論Uら肥あ報海V・功繭
なはれ居るのと刃す料ξ酬方ので量
る此がつ゜理し　でを獄漸がとはの
の忙汽た丈想て　あやを減宜k・iな多
でし車も蓮とは　 るら腐傘VbふV・い　　　　　　　　o　　　　　　　　　Aあいにののす量　　ならが笑このの
り世乗が進る質　　夫けせ働蝶とでが
享＄言笹碧漂釜£農羅を萱毒1脅譲
がで動もい品論呵りxe度う桑的（まの．
ti蕩箆窒書筥£豪享鐘菟与創ε（老務
はが乗使の向り宜〔か山肥獄山た喚で
ど出るひは上まV・1ら飼しをと方、目あ
罎論鑑終1巽謹曹鍍膿呈
奮給塗自楚倉裂曽・為巽1薯芝簾曇輕t

とそてふのと論ま｛當をべは肥しあ一
かれ贅こ向でと肉vaやく利料そ7．b反
とで澤と上あし共やり多盆がれ・歩
いあでにをりて方る過≦で澤が「あ
ふりはな意まはがこぎ取な山」：風たとまな置味究量桑とるる喚入け歩｝り
質すい帥す之よのをと様要盈れあ1の
のか乏ち為はり質勧xeには肥ばたi牧
宜られ寳さ養ももめがし採料縣り・，　X
い詰が澤う鍛質繭ま腐た算も騰（C）1’量
もり當にす業をのするい上なは」図が

ふ度つと迄なたよな｛料もあ安勤～もい鴨
との迄で悪Vlいくが｛施之るくし繭ふ
二・皇塁碧宝禽？．馨創裏婆讐＄王激套

　　　o　　　　　　－33生一一



學　化　桑　獄

　，僕要肥るVb＊斗れしもノキまブしこ
　の協料方と論覧ま非gスすルなと　無で萬特言で良し難誉、ト上ゴけに
　肥あ能VCつあいてカi聾2－1れな
　料り論桑てり縣高來一〇番二ぱ戦　論ま多樹居まが木な穿爵とユなぞ
　をす牧栽つす得でい筥二』か1られ　牟翼穫培なカ1ら而か邑鍔矢の穐で
　盆霧塗隔歪皇鴛姦色旨量籍畠，萄
　信を調係ブは良肥歪¢にとを本ま　じ御節あtZ肥い料從島進か飲のす
　て渤しる1料腫でつ艮んいむすか
　之めて方キ萬が作て㌶でふやつら
　をし戴はを能得る縣とは下うば我
　調たき僕掛論らが｛質い御等に二い々
　節いたのけにれ宜をふ法の進調は
　すのい理るなるい維や川もみ合地　るでの想爲っ乏の持う式のたし酒
　とあで論にてはですなのよ）1たで
　丁りあの僕居豊あるも標りそ葡満
　度まりこのっ獄砂このなもれ萄足
　よすまと理た萬まとにワダが酒し
　く゜すを想EEi作すがしンブ理をて
　な之　゜tP論料の此出たダル想飲居
　るはさ分がの方方來bフエでむつ
　と極う位必力法がる．のルキあよた
　思端す信要をで良のでグスリリも
　ひとれじな過あいであイトまもの
　ま極ばての信り桑あリヤラす佛が
　す端丁奨でしまがりまモヒv懸蘭灘
副㌔゜ 低P謹鷲義省手罫馨募鬼
　　りいき…」まっ僕れ桑うダ国合ボを
　　まもさす竃のるのすブ旨でル飲
　　すのう養多理良方るルSiもドむ
　　かにし齪牧想いもとエグさ1や
　　らなてに穫論繭理米キラうとう
　　諸る今關がはが想國スンでかに
　　君話迄係筑無得とかトドあ或向
　　がりのあし肥ら致らラェリは上

一335一


